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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を提供する無線接続システムにおいて，二つの
伝送ブロックを用いてチャネル品質制御情報（ＣＱＩ）を送信する方法であって，
　端末が，ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）信号を受信するステップと，
　前記ＤＣＩを用いて前記ＣＱＩを送信するために必要な符号化シンボルの個数（Ｑ’）
を計算するステップと，
　前記符号化シンボルの個数に基づいて前記ＣＱＩを、前記ＨＡＲＱが適用される物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介して送信するステップと，を有し，
　前記符号化シンボルの個数（Ｑ’）は，式
【数１】
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を用いて計算され，
　前記ＤＣＩには，前記ＣＱＩを送信するための伝送ブロックに関する副搬送波の個数情
報（ＭＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ）と，前記伝送ブロックと関連する符号ブ
ロックの個数に関する情報（Ｃ（ｘ））と，前記符号ブロックのサイズに関する情報（Ｋ
（ｘ）

ｒ）とが含まれ，
　前記ＮＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ｓｙｍｂは、初期ＰＵＳＣＨ送信当たりの単
一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボルの数を表し、
　前記‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち一つである前記伝送ブロックのインデッ
クスである，方法。
【請求項２】
　前記インデックス‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち，変調及び符号化方式（Ｍ
ＣＳ）レベルが高い伝送ブロックを表す，請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記二つの伝送ブロックの変調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが同じ場合に，前記伝
送ブロックは前記二つの伝送ブロックのうちの最初の伝送ブロックである，請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記端末は，前記ＣＱＩを，前記ＨＡＲＱ方式を用いて再送信するアップリンクデータ
にピギーバックして送信する，請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記端末が前記アップリンクデータに関する情報を計算するステップを更に有し，
　前記アップリンクデータに関する情報は，式
【数２】

を用いて計算される，請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を提供する無線接続システムにおいて，二つの
伝送ブロックを用いてチャネル品質制御情報（ＣＱＩ）を受信する方法であって，
　基地局が端末にダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）信号を送信するステップと，
　前記端末から、前記ＨＡＲＱが適用される物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ
）を介して前記ＣＱＩを受信するステップと，を有し，
　前記ＣＱＩを送信するために必要な符号化シンボルの個数（Ｑ’）は，式

【数３】

を用いて計算され，
　前記ＤＣＩには，前記ＣＱＩを送信するための伝送ブロックに関する副搬送波の個数情
報（ＭＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ）と，前記伝送ブロックと関連する符号ブ
ロックの個数に関する情報（Ｃ（ｘ））と，前記符号ブロックのサイズに関する情報（Ｋ
（ｘ）

ｒ）とが含まれ，



(3) JP 6039192 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

　前記ＮＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）
ｓｙｍｂは、初期ＰＵＳＣＨ送信当たりの単

一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボルの数を表し、
　前記‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち一つである前記伝送ブロックのインデッ
クスである，方法。
【請求項７】
　前記インデックス‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち，変調及び符号化方式（Ｍ
ＣＳ）レベルが高い伝送ブロックを表す，請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記二つの伝送ブロックの変調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが同じ場合に，前記伝
送ブロックは前記二つの伝送ブロックのうちの最初の伝送ブロックである，請求項６に記
載の方法。
【請求項９】
　前記ＣＱＩは，前記ＨＡＲＱ方式を用いて再送信されるアップリンクデータにピギーバ
ックされて受信される，請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アップリンクデータに関する情報は，式
【数４】

を用いて計算される，請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を提供する無線接続システムにおいて，二つの
伝送ブロックを用いてチャネル品質制御情報（ＣＱＩ）を送信する端末であって，
　無線信号を送信するための送信モジュールと，
　無線信号を受信するための受信モジュールと，
　前記ＣＱＩの送信を提供するプロセッサと，を備え，
　前記端末は，
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
信号を受信し，
　前記ＤＣＩを用いて前記ＣＱＩを送信するために必要な符号化シンボルの個数（Ｑ’）
を計算し，
　前記符号化シンボルの個数に基づいて前記ＣＱＩを、前記ＨＡＲＱが適用される物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介して送信し，
　前記符号化シンボルの個数（Ｑ’）は，式
【数５】

を用いて計算され，
　前記ＤＣＩには，前記ＣＱＩを送信するための伝送ブロックに関する副搬送波の個数情
報（ＭＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ）と，前記伝送ブロックと関連する符号ブ
ロックの個数に関する情報（Ｃ（ｘ））と，前記符号ブロックのサイズに関する情報（Ｋ
（ｘ）

ｒ）とが含まれ，
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　前記ＮＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）
ｓｙｍｂは、初期ＰＵＳＣＨ送信当たりの単

一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボルの数を表し、
　前記‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち一つである前記伝送ブロックのインデッ
クスである，端末。
【請求項１２】
　前記インデックス‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち，変調及び符号化方式（Ｍ
ＣＳ）レベルが高い伝送ブロックを表す，請求項１１に記載の端末。
【請求項１３】
　前記二つの伝送ブロックの変調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが同じ場合に，前記伝
送ブロックは前記二つの伝送ブロックのうちの最初の伝送ブロックである，請求項１１に
記載の端末。
【請求項１４】
　前記ＣＱＩを，前記ＨＡＲＱ方式を用いて再送信するアップリンクデータにピギーバッ
クして送信する，請求項１１に記載の端末。
【請求項１５】
　前記アップリンクデータに関する情報を，式
【数６】

を用いて計算する，請求項１４に記載の端末。
【請求項１６】
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を提供する無線接続システムにおいて，二つの
伝送ブロックを用いてチャネル品質制御情報（ＣＱＩ）を送信する基地局（ｅＮＢ）であ
って，
　無線信号を送信するための送信モジュールと，
　無線信号を受信するための受信モジュールと，
　前記ＣＱＩの送信を提供するプロセッサと，を備え，
　前記ｅＮＢは，ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）信号を端末（ＵＥ）へ送信し，かつ前記ＵＥから、前記ＨＡＲＱが適用さ
れる物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介して前記ＣＱＩを受信し，
　前記ＣＱＩを送信するために必要な符号化シンボルの個数（Ｑ’）は，式
【数７】

を用いて計算され，
　前記ＤＣＩには，前記ＣＱＩを送信するための伝送ブロックに関する副搬送波の個数情
報（ＭＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ）と，前記伝送ブロックと関連する符号ブ
ロックの個数に関する情報（Ｃ（ｘ））と，前記符号ブロックのサイズに関する情報（Ｋ
（ｘ）

ｒ）とが含まれ，
　前記ＮＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ｓｙｍｂは、初期ＰＵＳＣＨ送信当たりの単
一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボルの数を表し、
　前記‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち一つである前記伝送ブロックのインデッ
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クスである，基地局。
【請求項１７】
　前記インデックス‘ｘ’は，前記二つの伝送ブロックのうち，変調及び符号化方式（Ｍ
ＣＳ）レベルが高い伝送ブロックを表す，請求項１６に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記二つの伝送ブロックの変調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが同じ場合に，前記伝
送ブロックは前記二つの伝送ブロックのうちの最初の伝送ブロックである，請求項１６に
記載の基地局。
【請求項１９】
　前記ＣＱＩは，前記ＨＡＲＱ方式を用いて再送信されるアップリンクデータにピギーバ
ックされて受信される，請求項１６に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記アップリンクデータに関する情報は，式
【数８】

を用いて計算される，請求項１９に記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，無線接続システムに係り，搬送波集約環境(すなわち，多成分搬送波環境)に
おいて，チャネル品質制御情報を含むアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信する方法及
び装置に関するものである。また，本発明は，ＵＣＩがアップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）上でデータにピギーバックされる場合に，ＵＣＩに割り当てられるリソース要素
の個数を求める方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）長期進化（ＬＴＥ）Ｒｅｌ－８又は
Ｒｅｌ－９システム（以下，ＬＴＥシステム）は，単一成分搬送波（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を複数の帯域に分割して使用する多搬送波変調（ＭＣＭ：Ｍｕ
ｌｔｉ－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）方式を用いる。しかし，３ＧＰＰ 高
度ＬＴＥシステム（以下，ＬＴＥ－Ａシステム）では，ＬＴＥシステムに比べてより広帯
域のシステム帯域幅を提供するために，一つ以上の成分搬送波を結合して使用する搬送波
集約（ＣＡ：Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）のような方法を用いることがで
きる。搬送波集約は，搬送波整合，多成分搬送波環境（Ｍｕｌｔｉ－ＣＣ）又は多搬送波
環境と呼ぶこともできる。
【０００３】
　ＬＴＥシステムのような，多ＣＣでない単一ＣＣ環境では，アップリンク制御情報（Ｕ
ＣＩ）及びデータが一つのＣＣ上で複数の階層を用いて多重化される場合についてだけ記
述されている。
【０００４】
　しかし，搬送波集約環境では一つ以上のＣＣを用いることができ，用いられるＣＣの個
数に比例してＵＣＩの数は倍数で増加できる。例えば，ランク指示（ＲＩ：Ｒａｎｋ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ）情報の場合，ＬＴＥシステムでは２ビット～３ビットの情報サイズ
を有している。これに対し，ＬＴＥ－Ａシステムでは，全体帯域幅を５個のＣＣまで拡張
可能なため，ＲＩ情報は最大１５ビットまでの情報ビットサイズを有することができる。
【０００５】
　このような場合，ＬＴＥシステムで定義するＵＣＩ送信方法では１５ビットまでの大き
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：Ｒｅｅｄ－Ｍｕｌｌｅｒ）符号でも符号化できないサイズである。そこで，ＬＴＥ－Ａ
システムでは，大きいサイズの情報を持つＵＣＩに対する新しい送信方法が望まれている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたもので，その目的は，多搬送波環境（又は，搬送波
集約環境）において，アップリンク制御情報を効率よく符号化して送信する方法を提供す
ることにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は，ＵＣＩがＰＵＳＣＨ上でデータにピギーバックされる場合に，Ｕ
ＣＩに割り当てられるリソース要素（ＲＥ）の個数を求める方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明の更に他の目的は，二つ以上の伝送ブロック（ＴＢ：Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｂｌ
ｏｃｋ）を用いてアップリンク制御情報を再送信する場合に，チャネル品質制御情報（Ｃ
ＱＩ及び／又はＰＭＩ）を送信するために必要なリソース要素（ＲＥ）の個数を求める方
法を提供することにある。
【０００９】
　本発明の更に他の目的は，上記の方法を提供する端末装置及び／又は基地局装置を提供
することにある。
【００１０】
　本発明で達成しようとする技術的課題は，上記の技術的課題に制限されず，言及してい
ない別の技術的課題は，下記の本発明の実施例から，本発明の属する技術の分野における
通常の知識を有する者によって考慮されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は，搬送波集約環境において，チャネル品質制御情報を含むアップリンク制御情
報（ＵＣＩ）を送信する方法及び装置に関するものである。
【００１２】
　本発明の一様態として，ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を提供する無線接続シ
ステムにおいて，二つの伝送ブロックを用いてチャネル品質制御情報を送信する方法は，
端末が，ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ）信号を受信するステップと，ＤＣＩを用いてチャネル品質制御情報を送信するため
に必要な符号化シンボルの個数（Ｑ’）を計算するステップと，符号化シンボルの個数に
基づいてチャネル品質制御情報を物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介して
送信するステップと，を含むことができる。
【００１３】
　本発明の他の様態として，ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を提供する無線接続
システムにおいて，二つの伝送ブロックを用いてチャネル品質制御情報を送信する端末は
，無線信号を送信するための送信モジュールと，無線信号を受信するための受信モジュー
ルと，チャネル品質制御情報の送信を提供するプロセッサと，を含むことができる。ここ
で，端末は，ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）信号を受信し，ＤＣＩを用いてチャネル品質制御情報を送信するために必要な
符号化シンボルの個数（Ｑ’）を計算し，符号化シンボルの個数に基づいてチャネル品質
制御情報を物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介して送信することができる
。
【００１４】
　これらの本発明の様態において，符号化シンボルの個数（Ｑ’）は，式
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【数１】

を用いて計算され，ＤＣＩには，チャネル品質制御情報を送信するための第１伝送ブロッ
クに関する副搬送波の個数情報（ＭＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ），第１伝送
ブロックと関連する符号ブロックの個数に関する情報（Ｃ（ｘ）），及び符号ブロックの
サイズに関する情報（Ｋ（ｘ）

ｒ）が含まれてもよい。ここで，‘ｘ’は，二つの伝送ブ
ロックに対するインデクスを表す。
【００１５】
　これらの本発明の様態において，第１伝送ブロックは，二つの伝送ブロックのうち，変
調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが高い伝送ブロックであると好ましい。ただし，二つ
の伝送ブロックの変調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが同じ場合は，第１伝送ブロック
は，二つの伝送ブロックの最初の伝送ブロックでよい。
【００１６】
　上記チャネル品質制御情報を送信するステップにおいて，端末は，チャネル品質制御情
報を，ＨＡＲＱ方式を用いて再送信するアップリンクデータにピギーバックして送信する
ことができる。
【００１７】
　この場合，端末は，アップリンクデータに関する情報を更に計算してもよく，アップリ
ンクデータに関する情報は，式
【数２】

を用いて計算できる。
【００１８】
　本発明の更に他の様態として，ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を提供する無線
接続システムにおいて二つの伝送ブロックを用いてチャネル品質制御情報を受信する方法
は，基地局が端末に，ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ＰＤＣＣＨ）信号を送信するステップと，端末から物理アップリンク共有チャネル
（ＰＵＳＣＨ）を介して当該チャネル品質制御情報を受信するステップと，を含むことが
できる。
【００１９】
　この場合，チャネル品質制御情報を送信するために必要な符号化シンボルの個数（Ｑ’
）は，式

【数３】

を用いて計算され，ＤＣＩには，チャネル品質制御情報を送信するための第１伝送ブロッ
クに関する副搬送波の個数情報（ＭＰＵＳＣＨ－ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ），第１伝送
ブロックと関連する符号ブロックの個数に関する情報（Ｃ（ｘ）），及び符号ブロックの
サイズに関する情報（Ｋ（ｘ）

ｒ）が含まれてもよい。ここで，‘ｘ’は，二つの伝送ブ
ロックに対するインデクスを表す。
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【００２０】
　本発明の更に他の様態において，第１伝送ブロックは，二つの伝送ブロックのうち，変
調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが高い伝送ブロックであると好ましい。ただし，二つ
の伝送ブロックの変調及び符号化方式（ＭＣＳ）レベルが同じ場合は，第１伝送ブロック
は最初の伝送ブロックでよい。
【００２１】
　ここで，チャネル品質制御情報は，ＨＡＲＱ方式を用いて再送信されるアップリンクデ
ータにピギーバックして受信してもよい。この場合，アップリンクデータに関する情報は
，式
【数４】

を用いて計算できる。
【００２２】
　以上の本発明の様態は，本発明の好適な実施例の一部に過ぎないもので，本願発明の技
術的特徴の反映された様々な実施例が，当該技術の分野における通常の知識を有する者に
よって，後述される本発明の詳細な説明から導出され理解されるであろう。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の実施例によれば，下記の効果が得られる。
【００２４】
　第一に，多搬送波環境（又は，搬送波集約環境）においてアップリンク制御情報を効率
よく符号化して送信することができる。
【００２５】
　第二に，二つ以上の伝送ブロックを用いてアップリンク制御情報を送信する場合に，チ
ャネル品質制御情報（ＣＱＩ及び／又はＰＭＩ）を送信するために必要なリソース要素（
ＲＥ）の個数を，各伝送ブロック別に正確に計算することができる。
【００２６】
　第三に，ＣＱＩがＰＵＳＣＨでピギーバックされる場合に，ＣＱＩを送信するために必
要なＲＥの個数を，各伝送ブロック別に正確に計算することができる。特に，ＨＡＲＱ再
送信などによって二つの伝送ブロックの初期リソースの値が異なる場合に，ＰＵＳＣＨを
通じたＣＱＩ／ＰＭＩ送信に必要なＲＥの個数を正確に計算することができる。
【００２７】
　本発明の実施例から得られる効果は，以上に言及している効果に制限されるものではな
く，言及していない他の効果は，以下の本発明の実施例についての記載から，本発明の属
する技術の分野における通常の知識を有する者には，明確に導出され理解されるであろう
。すなわち，本発明を実施する上での意図しない効果も，本発明の実施例から，当該技術
の分野における通常の知識を有する者によって導出されることがある。
【００２８】
　添付の図面は，本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれ，本
発明に関する種々の実施例を提供する。また，添付の図面は，詳細な説明と共に本発明の
実施の形態を説明するために用いられる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】３ＧＰＰ ＬＴＥシステムに用いられる物理チャネル及びこれらのチャネルを用
いる一般的な信号送信方法を説明するための図である。
【図２】端末の一構造及び端末がアップリンク信号を送信するための信号処理手順を説明
するための図である。
【図３】基地局の一構造及び基地局がダウンリンク信号を送信するための信号処理手順を
説明するための図である。
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【図４】端末の一構造及びＳＣ－ＦＤＭＡ方式及びＯＦＤＭＡ方式を説明するための図で
ある。
【図５】周波数ドメインにおいて単一搬送波特性を満たすための周波数ドメイン上の信号
マップ方式を説明する図である。
【図６】ＳＣ－ＦＤＭＡ方式による送信信号を復調するための参照信号の送信処理を説明
するためのブロック図である。
【図７】ＳＣ－ＦＤＭＡ方式によるサブフレーム構造において参照信号がマップされるシ
ンボル位置を示す図である。
【図８】クラスタＳＣ－ＦＤＭＡにおいてＤＦＴプロセス出力サンプルが単一搬送波にマ
ップされる信号処理手順を示す図である。
【図９】クラスタＳＣ－ＦＤＭＡにおいてＤＦＴプロセス出力サンプルが多搬送波にマッ
プされる信号処理手順を示す図である。
【図１０】クラスタＳＣ－ＦＤＭＡにおいてＤＦＴプロセス出力サンプルが多搬送波にマ
ップされる信号処理手順を示す図である。
【図１１】分割ＳＣ－ＦＤＭＡの信号処理手順を示す図である。
【図１２】本発明の実施例において使用可能なアップリンクサブフレームの構造を例示す
る図である。
【図１３】本発明の実施例において使用可能なＵＬ－ＳＣＨデータと制御情報の処理手順
を例示する図である。
【図１４】ＰＵＳＣＨ上でのアップリンク制御情報及びＵＬ－ＳＣＨデータの多重化方法
の一例を示す図である。
【図１５】ＭＩＭＯシステムにおける制御情報及びＵＬ－ＳＣＨデータの多重化を示す図
である。
【図１６】本発明の一実施例によって複数のＵＬ－ＳＣＨ伝送ブロックとアップリンク制
御情報とを端末で多重化して送信する方法の一例を示す図である。
【図１７】本発明の一実施例によって複数のＵＬ－ＳＣＨ伝送ブロックとアップリンク制
御情報とを端末で多重化して送信する方法の一例を示す図である。
【図１８】アップリンクデータ及びアップリンク制御情報を送信するために物理リソース
要素をマップする方法の一例を示す図である。
【図１９】本発明の実施例として，アップリンク制御情報を送信する方法の一例を示す図
である。
【図２０】本発明の実施例として，アップリンク制御情報を送信する方法の他の例を示す
図である。
【図２１】図１乃至図２０において説明した方法を具現できる装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明の実施例は，搬送波集約環境（又は，多成分搬送波環境）においてアップリンク
制御情報を送信及び受信する方法並びに装置を提供する。また，ランク指示（ＲＩ）情報
を送信及び受信する方法並びに装置と，アップリンク制御情報に誤り検出符号を適用する
方法及び装置とを開示する。
【００３１】
　以下の実施例は，本発明の構成要素及び特徴を所定の形態に結合したものである。各構
成要素又は特徴は，特に明示しない限り，選択的なものとして考慮してもよい。各構成要
素又は特徴は，他の構成要素又は特徴と結合しない形態としてもよく，一部構成要素及び
／又は特徴を結合して本発明の実施例を構成してもよい。本発明の実施例で説明される動
作の順序は変更可能である。ある実施例の一部構成又は特徴は，他の実施例に含まれても
よく，他の実施例の対応する構成又は特徴に置き換えてもよい。
【００３２】
　図面についての説明において，本発明の要旨を曖昧にさせると判断される手順又は段階
などは省略し，当業者に理解できるような手順又は段階も省略した。



(10) JP 6039192 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

【００３３】
　本明細書において，本発明の実施例は基地局と移動局との間のデータ送受信関係を中心
に説明される。ここで，基地局は，移動局と直接に通信を行うネットワークの終端ノード
（ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｎｏｄｅ）としての意味を有する。本明細書において，基地局によ
って行われると説明された特定動作は，場合によっては基地局の上位ノードによって行わ
れてもよい。
【００３４】
　すなわち，基地局を含む多数のネットワークノードからなるネットワークにおいて移動
局との通信のために行われる種々の動作は，基地局又は基地局以外の他のネットワークノ
ードによって行われる。ここで，「基地局」は，固定局，ノードＢ，拡張ノードＢ（ｅＮ
Ｂ），高度基地局（ＡＢＳ：Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）又はアクセ
スポイントなどの用語に代替可能である。
【００３５】
　また，端末は，ユーザ装置（ＵＥ），移動機（ＭＳ），加入者端末（ＳＳ），移動体加
入者端末（ＭＳＳ），携帯端末又は高度移動機（ＡＭＳ：Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）などの用語に代替可能である。
【００３６】
　また，送信端は，データサービス又は音声サービスを提供する固定及び／又は移動ノー
ドを指し，受信端はデータサービス又は音声サービスを受信する固定及び／又は移動ノー
ドを指す。そのため，アップリンクでは移動局が送信端であり，基地局が受信端である。
同様に，ダウンリンクでは移動局が受信端であり，基地局が送信端である。
【００３７】
　本発明の実施例は，無線接続システムであるＩＥＥＥ ８０２．ｘｘシステム，３ＧＰ
Ｐシステム，３ＧＰＰ ＬＴＥシステム及び３ＧＰＰ２システムの少なくとも一つに開示
されている標準文書によってサポートされ，特に，本発明の実施例は，３ＧＰＰ ＴＳ ３
６．２１１，３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１２，３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１３及び３ＧＰＰ 
ＴＳ ３６．３２１の文書によってサポートされる。すなわち，本発明の実施例において
説明していない自明な段階又は部分は，これらの文書を参照されたい。本文書で開示して
いるすべての用語は上記標準文書によって説明することができる。
【００３８】
　以下，本発明の好適な実施の形態を，添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の図
面と共に以下に開示される詳細な説明は，本発明の例示的な実施の形態を説明するための
もので，本発明が実施されうる唯一の実施の形態を示すものではない。
【００３９】
　また，本発明の実施例に使われる特定用語は，本発明の理解を助けるために提供される
もので，これらの特定用語の使用は，本発明の技術的思想から逸脱しない範囲で他の形態
に変更してもよい。
【００４０】
　以下の技術は，符号分割多元接続（ＣＤＭＡ），周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ），時
分割多元接続（ＴＤＭＡ），直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ），単一搬送波周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの様々な無線接続システムに用いることが可能であ
る。
【００４１】
　ＣＤＭＡは，汎用地上無線接続（ＵＴＲＡ）又はＣＤＭＡ２０００のような無線技術で
あってよい。ＴＤＭＡは，世界移動体通信システム（ＧＳＭ）／一般パケット無線サービ
ス（ＧＰＲＳ）／ＧＳＭ進化用強化データ速度（ＥＤＧＥ）のような無線技術であってよ
い。ＯＦＤＭＡは，ＩＥＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ），ＩＥＥＥ ８０２．１６（Ｗ
ｉＭＡＸ），ＩＥＥＥ ８０２-２０，進化ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術であ
ってよい。
【００４２】
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　ＵＴＲＡは，汎用移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ ＬＴＥは
，Ｅ－ＵＴＲＡを用いる進化ＵＭＴＳ（Ｅ－ＵＭＴＳ）の一部であり，ダウンリンクでＯ
ＦＤＭＡを採用し，アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採用する。ＬＴＥ－Ａシステムは，
３ＧＰＰ ＬＴＥシステムから改良されたシステムである。本発明の技術的特徴について
の説明を明確にするために，本発明の実施例を３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムを
中心に記述するが，ＩＥＥＥ ８０２．１６ｅ／ｍシステムなどにも適用可能である。
【００４３】
　１．３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムの概要
　無線接続システムにおいて，端末は，ダウンリンク（ＤＬ）を介して基地局から情報を
受信し，アップリンク（ＵＬ）を介して基地局に情報を送信する。基地局及び端末が送受
信する情報は，一般データ情報及び種々の制御情報を含み，両者が送受信する情報の種類
／用途によって種々の物理チャネルが存在する。
【００４４】
　図１は，３ＧＰＰ ＬＴＥシステムに用いられる物理チャネル及びこれらのチャネルを
用いる一般的な信号送信方法を説明するための図である。
【００４５】
　電源が再び入ったり，新しくセルに進入したりした端末は，Ｓ１０１段階で基地局と同
期を合わせる等の初期セル探索作業を行う。このために，端末は基地局から１次同期チャ
ネル（Ｐ－ＳＣＨ：Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）及び２次同期チャネル（Ｓ－ＳＣＨ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔ
ｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信して基地局と同期を合わせ，セルＩＤなどの情報を取得
する。
【００４６】
　その後，端末は基地局から物理同報チャネル（ＰＢＣＨ）信号を受信して，セル内の同
報情報を取得できる。一方，端末は，初期セル探索段階でダウンリンク参照信号（ＤＬＲ
Ｓ）を受信してダウンリンクチャネル状態を確認することができる。
【００４７】
　初期セル探索を終えた端末は，Ｓ１０２段階で，物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ），及び物理ダウンリンク制御チャネル情報に基づく物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）を受信して，より具体的なシステム情報を取得することができる。
【００４８】
　その後，端末は基地局への接続を完了するために，以降の段階Ｓ１０３乃至段階Ｓ１０
６のようなランダムアクセス手順を行うことができる。このために，端末は物理ランダム
アクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）を介してプリアンブルを送信し（Ｓ１０３），物理ダウ
ンリンク制御チャネル及びこれに対応する物理ダウンリンク共有チャネルを介してプリア
ンブルに対する応答メッセージを受信することができる（Ｓ１０４）。競合ベースのラン
ダムアクセスでは，端末は追加的な物理ランダムアクセスチャネル信号の送信（Ｓ１０５
）並びに物理ダウンリンク制御チャネル信号及びこれに対応する物理ダウンリンク共有チ
ャネル信号の受信（Ｓ１０６）のような衝突解決手順（Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏ
ｌｕｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を行うことができる。
【００４９】
　以上の手順を行った端末は，続いて，一般的なアップリンク／ダウンリンク信号送信手
順として，物理ダウンリンク制御チャネル信号及び／又は物理ダウンリンク共有チャネル
信号の受信（Ｓ１０７）及び物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）信号及び／又
は物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）信号の送信（Ｓ１０８）を行うことがで
きる。
【００５０】
　端末が基地局に送信する制御情報を総称してアップリンク制御情報（ＵＣＩ）と呼ぶ。
ＵＣＩは，ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）－肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（Ｎ
ＡＣＫ），スケジュール要求（ＳＲ），チャネル品質指示情報（ＣＱＩ），プリコーディ
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ング行列指示子（ＰＭＩ），ランク指示情報（ＲＩ）などを含む。
【００５１】
　ＬＴＥシステムにおいて，ＵＣＩは主にＰＵＣＣＨを介して周期的に送信されるが，制
御情報及びトラヒックデータを同時に送信すべき場合は，ＰＵＳＣＨを介して送信される
こともある。また，ネットワークの要求／指示によってＰＵＳＣＨを介してＵＣＩを非周
期的に送信することもある。
【００５２】
　図２は，端末の一構造，及び端末がアップリンク信号を送信するための信号処理手順を
説明するための図である。
【００５３】
　アップリンク信号を送信するために，端末のスクランブルモジュール２１０は，端末特
定スクランブル信号を用いて送信信号をスクランブルすることができる。スクランブルさ
れた信号は，変調マッパ２２０に入力され，送信信号の種類及び／又はチャネル状態によ
って２位相偏移変調（ＢＰＳＫ），４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）又は１６直交振幅変調（
ＱＡＭ）／６４ＱＡＭ方式を用いて複素シンボルに変調される。変調された複素シンボル
は，変換プリコーダ２３０によって処理された後，リソース要素マッパ２４０に入力され
，リソース要素マッパ２４０は，複素シンボルを時間－周波数リソース要素にマップする
ことができる。このように処理された信号は，ＳＣ－ＦＤＭＡ信号発生器２５０を経てア
ンテナから基地局に送信することが可能である。
【００５４】
　図３は，基地局の一構造，及び基地局がダウンリンク信号を送信するための信号処理手
順を説明するための図である。
【００５５】
　３ＧＰＰ ＬＴＥシステムにおいて，基地局は，ダウンリンクにおいて一つ以上の符号
語（ｃｏｄｅｗｏｒｄ）を送信できる。符号語はそれぞれ，図２のアップリンクと同様に
，スクランブルモジュール３０１及び変調マッパ３０２で複素シンボルとすることができ
る。続いて，複素シンボルは，階層マッパ３０３によって複数の階層にマップされ，各階
層は，プリコーディングモジュール３０４によってプリコーディング行列と乗算されて各
送信アンテナに割り当てられる。このように処理されたアンテナ別送信信号はそれぞれ，
リソース要素マッパ３０５によって時間－周波数リソース要素にマップされ，続いてＯＦ
ＤＭＡ信号発生器３０６を経て各アンテナから送信することが可能である。
【００５６】
　無線通信システムにおいて，端末がアップリンクにおいて信号を送信する場合は，基地
局がダウンリンクにおいて信号を送信する場合に比べてピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）
が問題となる。そこで，図２及び図３と関連して説明したように，アップリンク信号送信
は，ダウンリンク信号送信に用いられるＯＦＤＭＡ方式と違い，ＳＣ－ＦＤＭＡ方式が用
いられている。
【００５７】
　図４は，端末の一構造，及びＳＣ－ＦＤＭＡ方式及びＯＦＤＭＡ方式を説明するための
図である。
【００５８】
　３ＧＰＰシステム（例えば，ＬＴＥシステム）は，ダウンリンクにおいてＯＦＤＭＡを
採用し，アップリンクにおいてＳＣ－ＦＤＭＡを採用する。図４を参照すると，アップリ
ンク信号送信のための端末及びダウンリンク信号送信のための基地局は，直列－並列変換
器４０１，副搬送波マッパ４０３，Ｍ－ポイントＩＤＦＴモジュール４０４及び巡回プレ
フィクス（ＣＰ）付加モジュール４０６を含む点においては同一である。
【００５９】
　ただし，ＳＣ－ＦＤＭＡ方式で信号を送信するための端末は，Ｎ－ポイントＤＦＴモジ
ュール４０２を更に含む。Ｎ－ポイントＤＦＴモジュール４０２は，Ｍ－ポイントＩＤＦ
Ｔモジュール４０４のＩＤＦＴ処理の影響をある程度打ち消すことによって，送信信号が
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単一搬送波特性を持つようにする。
【００６０】
　図５は，周波数ドメインで単一搬送波特性を満たすための周波数ドメイン上の信号マッ
プ方式を説明する図である。
【００６１】
　図５（ａ）は，局所マップ（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　ｍａｐｐｉｎｇ）方式を示し，図５
（ｂ）は，分散マップ（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｐｐｉｎｇ）方式を示す。ここで
，ＳＣ－ＦＤＭＡの修正された形態であるクラスタは，副搬送波マップ処理でＤＦＴプロ
セス出力サンプルを副グループに分け，これらを周波数ドメイン（あるいは副搬送波ドメ
イン）に不連続的にマップする。
【００６２】
　図６は，ＳＣ－ＦＤＭＡ方式による送信信号を復調するための参照信号（ＲＳ）の送信
処理を説明するためのブロック図である。
【００６３】
　ＬＴＥ標準（例えば，３ＧＰＰ ｒｅｌｅａｓｅ ８）では，データの場合は，時間領域
で生成された信号がＤＦＴ処理によって周波数領域信号に変換され，副搬送波マップ後に
ＩＦＦＴ処理をして送信し（図４参照），ＲＳは，ＤＦＴ処理を省略し，周波数領域で直
接生成して（Ｓ６１０）副搬送波上にマップした後（Ｓ６２０），ＩＦＦＴ処理（Ｓ６３
０）及びＣＰ付加（Ｓ６４０）の後に送信すると定義している。
【００６４】
　図７は，ＳＣ－ＦＤＭＡ方式によるサブフレーム構造において，参照信号（ＲＳ）がマ
ップされるシンボル位置を示す図である。
【００６５】
　図７（ａ）は，正規（ｎｏｒｍａｌ）ＣＰの場合に，一つのサブフレームで２個のスロ
ットのそれぞれの４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにＲＳが位置することを示す。図７（
ｂ）は，拡張ＣＰの場合に，一つのサブフレームで２個のスロットのそれぞれの３番目の
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにＲＳが位置することを示す。
【００６６】
　図８は，クラスタＳＣ－ＦＤＭＡにおいて，ＤＦＴプロセス出力サンプルが単一搬送波
にマップされる信号処理手順を示す図である。また，図９及び図１０は，クラスタＳＣ－
ＦＤＭＡにおいて，ＤＦＴプロセス出力サンプルが多搬送波にマップされる信号処理手順
を示す図である。
【００６７】
　図８は，搬送波内（ｉｎｔｒａ－ｃａｒｒｉｅｒ）クラスタＳＣ－ＦＤＭＡを適用する
例であり，図９及び図１０は，搬送波間（ｉｎｔｅｒ－ｃａｒｒｉｅｒ）クラスタＳＣ－
ＦＤＭＡを適用する例に該当する。図９は，周波数ドメインで連続して成分搬送波が割り
当てられた状況で，隣接している成分搬送波間の副搬送波間隔（ｓｐａｃｉｎｇ）が整列
された場合に，単一ＩＦＦＴブロックで信号を生成する例を示す。図１０は，周波数ドメ
インで不連続（ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）に成分搬送波が割り当てられた状況で，
複数のＩＦＦＴブロックで信号を生成する場合を示す。
【００６８】
　図１１は，分割（ｓｅｇｍｅｎｔｅｄ）ＳＣ－ＦＤＭＡの信号処理手順を示す図である
。
【００６９】
　分割ＳＣ－ＦＤＭＡは，任意個数のＤＦＴと同じ個数のＩＦＦＴが適用されることから
ＤＦＴとＩＦＦＴとの関係構成が一対一となるもので，単純に既存ＳＣ－ＦＤＭＡのＤＦ
Ｔ拡散とＩＦＦＴの周波数副搬送波マップ構成を拡張しており，ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ又は
ＮｘＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭＡとも表現される。本明細書では，これらを包括して分割ＳＣ
－ＦＤＭＡと呼ぶ。図１１を参照すると，分割ＳＣ－ＦＤＭＡは，単一搬送波特性条件を
緩和するために，全体時間ドメイン変調シンボルをＮ（Ｎは１よりも大きい整数）個のグ
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ループにまとめ，グループ単位でＤＦＴプロセスを行う。
【００７０】
　図１２に，本発明の実施例で使用可能なアップリンクサブフレームの構造を例示する。
【００７１】
　図１２を参照すると，アップリンクサブフレームは，複数（例，２個）のスロットを含
む。スロットは，ＣＰの長さによってそれぞれ異なる個数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含
むことができる。例えば，正規ＣＰの場合，スロットは７個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを
含むことができる。
【００７２】
　アップリンクサブフレームは，データ領域と制御領域とに分けられる。データ領域は，
ＰＵＳＣＨ信号が送受信される領域であり，音声などのアップリンクデータ信号を送信す
るために用いられる。制御領域は，ＰＵＣＣＨ信号が送受信される領域であり，アップリ
ンク制御情報を送信するために用いられる。
【００７３】
　ＰＵＣＣＨは，周波数軸でデータ領域の両端部に位置しているＲＢ対（例えば，ｍ＝０
，１，２，３）を含む。また，ＰＵＣＣＨは，周波数軸で反対端部（例えば，周波数反射
（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｍｉｒｒｏｒｅｄ）した位置のＲＢ対）に位置しているＲＢ対で
構成され，スロットを境界にホップする。アップリンク制御情報（すなわち，ＵＣＩ）は
，ＨＡＲＱ ＡＣＫ／ＮＡＣＫ，チャネル品質指示情報（ＣＱＩ），プリコーディング行
列指示子（ＰＭＩ）及びランク指示情報（ＲＩ）情報などを含む。
【００７４】
　図１３には，本発明の実施例で使用可能なＵＬ－ＳＣＨデータ及び制御情報の処理手順
を例示する。
【００７５】
　図１３を参照すると，ＵＬ－ＳＣＨを介して送信されるデータは，各送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）ごとに１回ずつ伝送ブロックの形態で符号化ユニットに伝達される。
【００７６】
　上位層から伝達された伝送ブロック（ＴＢ）のビットａ０，ａ１，ａ２，ａ３，…，ａ

Ａ－１にパリティビットｐ０，ｐ１，ｐ２，ｐ３，…，ｐＬ－１が付加される。この時，
伝送ブロックのサイズはＡであり，パリティビットの数は，Ｌ＝２４ビットである。巡回
冗長検査ビット（ＣＲＣ）の付加された入力ビットはｂ０，ｂ１，ｂ２，ｂ３，…，ｂＢ

－１と表現でき，Ｂは，ＣＲＣを含む伝送ブロックのビット数を表す（Ｓ１３００）。
【００７７】
　ｂ０，ｂ１，ｂ２，ｂ３，…，ｂＢ－１は，ＴＢサイズによって複数の符号ブロック（
ＣＢ）に分割（ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）され，分割された複数のＣＢにＣＲＣが付加
される。符号ブロック分割及びＣＲＣ付加後のビットは，Ｃｒ０，Ｃｒ１，Ｃｒ２，Ｃｒ

３，…，Ｃｒ（Ｋｒ－１）となる。ここで，ｒは，符号ブロックの番号（ｒ＝０，…，Ｃ
－１）であり，Ｋｒは，符号ブロックｒによるビット数である。また，Ｃは，符号ブロッ
クの総個数を表す（Ｓ１３１０）。
【００７８】
　続いて，チャネル符号化ユニットに入力されるＣｒ０，Ｃｒ１，Ｃｒ２，Ｃｒ３，…，
Ｃｒ（Ｋｒ－１）にチャネル符号化段階が行われる。チャネル符号化後のビットはｄ（ｉ

）
ｒ０，ｄ（ｉ）

ｒ１，ｄ（ｉ）
ｒ２，ｄ（ｉ）

ｒ３，…，ｄ（ｉ）
ｒ（Ｄｒ－１）とな

る。ここで，ｉは，符号化されたデータストリームのインデクス（ｉ＝０，１，２）であ
り，Ｄｒは，符号ブロックｒのためのｉ番目の符号化されたデータストリームのビット数
を表す（すなわち，Ｄｒ＝Ｋｒ＋４）。ｒは，符号ブロック番号を表し（ｒ=０，１，…
，Ｃ－１），Ｋｒは，符号ブロックｒのビット数を表す。また，Ｃは，符号ブロックの総
個数を表す。本発明の実施例において各符号ブロックは，ターボ符号化方式を用いてチャ
ネル符号化できる（Ｓ１３２０）。
【００７９】
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　チャネル符号化処理後に速度整合（ｒａｔｅ ｍａｔｃｈｉｎｇ）段階が実行される。
速度整合後のビットは，ｅｒ０，ｅｒ１，ｅｒ２，ｅｒ３，…，ｅｒ（Ｅｒ－１）となる
。ここで，Ｅｒは，ｒ－番目の符号ブロックの速度整合されたビットの個数を表し，ｒ＝
０，１，…，Ｃ－１であり，Ｃは，符号ブロックの総個数を表す（Ｓ１３３０）。
【００８０】
　速度整合処理後に符号ブロック結合（Ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｉｏｎ）が行われる。符号
ブロック結合後のビットはｆ０，ｆ１，ｆ２，ｆ３，…，ｆＧ－１となる。ここで，Ｇは
，符号化されたビットの総個数を表す。ただし，制御情報がＵＬ－ＳＣＨデータと共に多
重化されて送信される場合は，制御情報送信に用いられるビットはＧに含まれない。ｆ０

，ｆ１，ｆ２，ｆ３，…，ｆＧ－１は，ＵＬ－ＳＣＨ符号語に該当する（Ｓ１３４０）。
【００８１】
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）であるチャネル品質情報（ＣＱＩ及び／又はＰＭＩ）
，ＲＩ及びＨＡＲＱ－ＡＣＫは，それぞれ独立してチャネル符号化が行われる（Ｓ１３５
０，Ｓ１３６０，Ｓ１３７０）。各ＵＣＩに対するチャネル符号化は，それぞれの制御情
報のための符号化されたシンボルの個数に基づいて行われる。例えば，符号化されたシン
ボルの個数は，符号化された制御情報の速度整合に用いられる。符号化されたシンボルの
個数は，以降の処理で変調シンボルの個数，ＲＥの個数などに対応する。
【００８２】
　チャネル品質情報（ＣＱＩ）のチャネル符号化は，ｏ０，ｏ１，ｏ２，…，ｏＯ－１入
力ビットシーケンスを用いて行われる（Ｓ１３５０）。チャネル品質情報のためのチャネ
ル符号化の出力ビットシーケンスはｑ０，ｑ１，ｑ２，ｑ３，…，ｑＱＣＱＩ－１となる
。チャネル品質情報は，ビット数によってそれぞれ異なるチャネル符号化方式が適用され
る。また，チャネル品質情報は，１１ビット以上の場合にはＣＲＣ８ビットが付加される
。ＱＣＱＩは，ＣＱＩに対する符号化されたビットの総個数を表す。ビットシーケンスの
長さをＱＣＱＩに合わせるために，符号化されたチャネル品質情報を速度整合することが
できる。ＱＣＱＩ＝Ｑ’ＣＱＩ×Ｑｍであり，Ｑ’ＣＱＩは，ＣＱＩのための符号化され
たシンボルの個数であり，Ｑｍは変調次数である。Ｑｍは，ＵＬ－ＳＣＨデータと同一に
設定される。
【００８３】
　ＲＩのチャネル符号化は，入力ビットシーケンス［ｏＲＩ

０］又は［ｏＲＩ
０ｏＲＩ

１

］を用いて行われる（Ｓ１３６０）。［ｏＲＩ
０］及び［ｏＲＩ

０ｏＲＩ
１］はそれぞれ

，１ビットＲＩ及び２ビットＲＩを意味する。
【００８４】
　１ビットＲＩの場合は，反復（ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ）符号化が用いられる。２ビット
ＲＩの場合は，（３，２）シンプレックス符号が符号化に用いられ，符号化されたデータ
は循環反復されることが可能である。また，３ビット以上１１ビット以下のＲＩに対して
は，アップリンク共有チャネルで用いる（３２，Ｏ）ＲＭ符号を用いて符号化し，１２ビ
ット以上のＲＩに対しては，二重ＲＭ構造を用いてＲＩ情報を２グループに分け，それぞ
れのグループを（３２，Ｏ）ＲＭ符号を用いて符号化する。出力ビットシーケンスｑＲＩ

０，ｑＲＩ
１，ｑＲＩ

２，…，ｑＲＩ
ＱＲＩ－１は，符号化されたＲＩブロックの結合に

よって得られる。ここで，ＱＲＩは，ＲＩに対する符号化されたビットの総個数を表す。
符号化されたＲＩの長さをＱＲＩに合わせるために，最後に結合する符号化されたＲＩブ
ロックは，一部分でよい（すなわち，速度整合）。ＱＲＩ＝Ｑ’ＲＩ×Ｑｍであり，Ｑ’

ＲＩは，ＲＩのための符号化されたシンボルの個数であり，Ｑｍは変調次数である。Ｑｍ

は，ＵＬ－ＳＣＨデータと同一に設定される。
【００８５】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのチャネル符号化は，段階Ｓ１３７０の入力ビットシーケンス［ｏＡ

ＣＫ
０］，［ｏＡＣＫ

０ｏＡＣＫ
１］又は［ｏＡＣＫ

０ｏＡＣＫ
１…ｏＡＣＫ

ＯＡＣＫ－

１］を用いて行われる。［ｏＡＣＫ
０］及び［ｏＡＣＫ

０ｏＡＣＫ
１］はそれぞれ，１ビ

ットＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び２ビットＨＡＲＱ－ＡＣＫを意味する。また，［ｏＡＣＫ
０ｏ
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ＡＣＫ
１…ｏＡＣＫ

ＯＡＣＫ－１］は，２ビット以上の情報で構成されたＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋを意味する（すなわち，ＯＡＣＫ＞２）。
【００８６】
　ここで，ＡＣＫは１と符号化され，ＮＡＣＫは０と符号化される。１ビットＨＡＲＱ－
ＡＣＫの場合，反復符号化が用いられる。２ビットＨＡＲＱ－ＡＣＫの場合，（３，２）
シンプレックス符号が用いられ，符号化されたデータは循環反復されることが可能である
。また，３ビット以上１１ビット以下のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対しては，アップリンク共有
チャネルで使用する（３２，Ｏ）ＲＭ符号を用いて符号化し，１２ビット以上のＨＡＲＱ
－ＡＣＫに対しては，二重ＲＭ構造を用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を２グループに分け，
それぞれのグループを（３２，Ｏ）ＲＭ符号を用いて符号化する。ＱＡＣＫは，ＨＡＲＱ
－ＡＣＫに対する符号化されたビットの総個数を表し，ビットシーケンスｑＡＣＫ

０，ｑ
ＡＣＫ

１，ｑＡＣＫ
２，…，ｑＡＣＫ

ＱＡＣＫ－１は，符号化されたＨＡＲＱ－ＡＣＫブ
ロックの結合によって得られる。ビットシーケンスの長さをＱＡＣＫに合わせるために，
最後に結合する符号化されたＨＡＲＱ－ＡＣＫブロックは，一部分でよい（すなわち，速
度整合）。ＱＡＣＫ＝Ｑ’ＡＣＫ×Ｑｍであり，Ｑ’ＡＣＫは，ＨＡＲＱ－ＡＣＫのため
の符号化されたシンボルの個数であり，Ｑｍは変調次数である。Ｑｍは，ＵＬ－ＳＣＨデ
ータと同一に設定される。
【００８７】
　データ／制御情報多重化ブロックの入力は，符号化されたＵＬ－ＳＣＨビットを意味す
るｆ０，ｆ１，ｆ２，ｆ３，…，ｆＧ－１と符号化されたＣＱＩ／ＰＭＩビットを意味す
るｑ０，ｑ１，ｑ２，ｑ３，…，ｑＱＣＱＩ－１である（Ｓ１３８０）。データ/制御情
報多重化ブロックの出力はｇ０，ｇ１，ｇ２，ｇ３，…，ｇＨ－１である。ｇｉは，長さ
Ｑｍの列ベクトルである（ｉ＝０，…，Ｈ’－１）。ここで，。ｇｉ（ｉ＝０，…，Ｈ’
－１）は，（Ｑｍ・ＮＬ）の長さを持つ列ベクトルを表す。Ｈ＝（Ｇ＋ＮＬ・ＱＣＱＩ）
であり，Ｈ’＝Ｈ／（ＮＬ・Ｑｍ）である。ＮＬは，ＵＬ－ＳＣＨ伝送ブロックがマップ
された階層の個数を表し，Ｈは，伝送ブロックがマップされたＮＬ個の送信階層にＵＬ－
ＳＣＨデータ及びＣＱＩ／ＰＭＩ情報のために割り当てられた符号化された総ビットの個
数を表す。ここで，Ｈは，ＵＬ－ＳＣＨデータ及びＣＱＩ／ＰＭＩのために割り当てられ
た符号化されたビットの総個数である。
【００８８】
　チャネルインタリーバは，チャネルインタリーバに入力される符号化されたビットにチ
ャネルインタリーブ処理を行う。ここで，チャネルインタリーバの入力は，データ／制御
情報多重化ブロックの出力ｇ０，ｇ１，ｇ２，ｇ３，…，ｇＨ－１，符号化されたランク
指示子ｑＲＩ

０，ｑＲＩ
１，ｑＲＩ

２，…，ｑＲＩ
ＱＲＩ－１及び符号化されたＨＡＲＱ

－ＡＣＫ ｑＡＣＫ
０，ｑＡＣＫ

１，ｑＡＣＫ
２，…，ｑＡＣＫ

ＱＡＣＫ－１である（Ｓ
１３９０）。
【００８９】
　Ｓ１３９０段階で，ｇｉは，ＣＱＩ／ＰＭＩのための長さＱｍの列ベクトルであり，ｉ
＝０，…，Ｈ’－１である（Ｈ’＝Ｈ／Ｑｍ）。ｑＡＣＫ

ｉは，ＡＣＫ／ＮＡＣＫのため
の長さＱｍの列ベクトルであり，ｉ＝０，…，Ｑ’ＡＣＫ－１である（Ｑ’ＡＣＫ＝ＱＡ

ＣＫ／Ｑｍ）。ｑＲＩ
ｉは，ＲＩのための長さＱｍの列ベクトルを表し，ｉ＝０，…，Ｑ

’ＲＩ－１である（Ｑ’ＲＩ＝ＱＲＩ／Ｑｍ）。
【００９０】
　チャネルインタリーバは，ＰＵＳＣＨ送信のために制御情報及び／又はＵＬ－ＳＣＨデ
ータを多重化する。具体的に，チャネルインタリーバは，ＰＵＳＣＨリソースに対応する
チャネルインタリーバ行列に，制御情報及びＵＬ－ＳＣＨデータをマップする処理を含む
。
【００９１】
　チャネルインタリーブが行われた後に，チャネルインタリーバ行列から行毎にビットシ
ーケンスｈ０，ｈ１，ｈ２，…，ｈＨ＋ＱＲＩ－１が出力される。導出されたビットシー
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ケンスは，ソースグリッド上にマップされる。
【００９２】
　図１４は，ＰＵＳＣＨ上でのアップリンク制御情報とＵＬ－ＳＣＨデータとの多重化方
法の一例を示す図である。
【００９３】
　端末が，ＰＵＳＣＨ送信が割り当てられているサブフレームで制御情報を送信しようと
する場合，端末は，ＤＦＴ－拡散前にアップリンク制御情報（ＵＣＩ）とＵＬ－ＳＣＨデ
ータとを多重化する。アップリンク制御情報（ＵＣＩ）は，ＣＱＩ／ＰＭＩ，ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩの少なくとも一つを含む。
【００９４】
　ＣＱＩ／ＰＭＩ，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩの送信に用いられるそれぞれのＲＥ個数は
，ＰＵＳＣＨ送信のために割り当てられたＭＣＳ及びオフセット値（ΔＣＱＩ

ｏｆｆｓｅ

ｔ，ΔＨＡＲＱ‐ＡＣＫ
ｏｆｆｓｅｔ，ΔＲＩ

ｏｆｆｓｅｔ）に基づく。オフセット値は
，制御情報に従って別々の符号化レートを許容し，上位層（例えば，ＲＲＣ層）信号によ
って半永続的（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ）に設定される。ＵＬ－ＳＣＨデータ及
び制御情報は，同一ＲＥにマップされない。制御情報は，サブフレームの２スロット共に
存在するようにマップされる。基地局は，制御情報がＰＵＳＣＨを介して送信されること
を事前に知っているため，制御情報及びデータパケットを容易に逆多重化することができ
る。
【００９５】
　図１４を参照すると，ＣＱＩ及び／又はＰＭＩ（ＣＱＩ／ＰＭＩ）リソースは，ＵＬ－
ＳＣＨデータリソースの先頭部分に位置し，一つの副搬送波上ですべてのＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルに順次にマップされた後に，次の副搬送波でマップが行われる。ＣＱＩ／ＰＭＩ
は，副搬送波内で左側から右側に，すなわち，ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルインデクスが増加
する方向にマップされる。ＰＵＳＣＨデータ（ＵＬ－ＳＣＨデータ）は，ＣＱＩ／ＰＭＩ
リソースの量（すなわち，符号化されたシンボルの個数）を考慮して速度整合される。Ｕ
Ｌ－ＳＣＨデータと同じ変調次数がＣＱＩ／ＰＭＩに用いられる。
【００９６】
　例えば，ＣＱＩ／ＰＭＩ情報サイズ（ペイロードサイズ）が小さい場合（例えば，１１
ビット以下），ＣＱＩ／ＰＭＩ情報にはＰＵＣＣＨデータ送信と同様に（３２，ｋ）ブロ
ック符号が用いられ，符号化されたデータは循環反復することが可能である。ＣＱＩ／Ｐ
ＭＩ情報サイズが小さい場合にＣＲＣは用いられない。
【００９７】
　ＣＱＩ／ＰＭＩ情報サイズが大きい場合（例えば，１１ビット超過）に，８ビットＣＲ
Ｃが付加され，末尾喰い（ｔａｉｌ－ｂｉｔｉｎｇ）畳み込み符号を用いてチャネル符号
化及び速度整合が行われる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫは，ＵＬ－ＳＣＨデータがマップされてい
るＳＣ－ＦＤＭＡのリソースの一部にパンクチャによって挿入される。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
は，ＲＳに隣接して位置し，該当のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル内で下側から上側に，すなわ
ち副搬送波インデクスが増加する方向に埋められる。
【００９８】
　正規ＣＰの場合に，図１４のように，ＡＣＫ／ＮＡＣＫのためのＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルは，各スロットでＳＣ－ＦＤＭＡシンボル＃２／＃４に位置する。サブフレームにおい
てＡＣＫ／ＮＡＣＫが実際に送信するか否かにかかわらず，符号化されたＲＩは，ＡＣＫ
／ＮＡＣＫのためのシンボルに隣接して（すなわち，シンボル＃１／＃５に）位置する。
ここで，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ，ＲＩ及びＣＱＩ／ＰＭＩは独立して符号化される。
【００９９】
　図１５は，ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕ
ｔ）システムにおける制御情報とＵＬ－ＳＣＨデータとの多重化を示す図である。
【０１００】
　図１５を参照すると，端末は，ＰＵＳＣＨ送信のためのスケジュール情報からＵＬ－Ｓ
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ＣＨ（データ部分）のためのランク（ｎ＿ｓｃｈ），及びこれと関連するＰＭＩを識別す
る（Ｓ１５１０）。また，端末は，ＵＣＩのためのランク（ｎ＿ｃｔｒｌ）を決定する（
Ｓ１５２０）。これに制限されるわけではないが，ＵＣＩのランクは，ＵＬ－ＳＣＨのラ
ンクと同一に設定される（ｎ＿ｃｔｒｌ＝ｎ＿ｓｃｈ）。その後，データと制御チャネル
との多重化がなされる（Ｓ１５３０）。続いて，チャネルインタリーバは，データ／ＣＱ
Ｉの時間－優先マップ行い，ＤＭ－ＲＳ周辺をパンクチャして，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＲＩ
をマップする（Ｓ１５４０）。次に，ＭＣＳテーブルによってデータ及び制御チャネルの
変調が行われる（Ｓ１５５０）。変調方式は，例えば，ＱＰＳＫ，１６ＱＡＭ，６４ＱＡ
Ｍを含む。変調ブロックの順序／位置は変更可能である（例，データと制御チャネルとの
多重化前）。
【０１０１】
　図１６及び図１７は，本発明の一実施例によって複数のＵＬ－ＳＣＨ伝送ブロックとア
ップリンク制御情報とを端末において多重化して送信する方法の一例を示す図である。
【０１０２】
　便宜上，図１６及び図１７は，二つの符号語が送信される場合を仮定しているが，図１
６及び図１７は，１又は３以上の符号語送信時にも適用可能である。符号語及び伝送ブロ
ックは互いに対応し，本明細書でこれらは混用される。基本的な処理は，図１３及び図１
４を参照して説明したものと類似／同一であるから，ここではＭＩＭＯと関連する部分を
中心に説明する。
【０１０３】
　図１６において，二つの符号語が送信される場合を取り上げると，チャネル符号化は符
号語別に行われる（１６０）。また，与えられたＭＣＳレベル及びリソースのサイズに基
づいて速度整合が行われる（１６１）。符号化されたビット（ｂｉｔ）は，セル特定，ユ
ーザ装置特定又は符号語特定の方式でスクランブルすることができる（１６２）。その後
，符号語対階層マップが行われる（１６３）。この過程に，階層シフト又は並べ替え（ｐ
ｅｒｍｕｔａｔｉｏｎ）を含めてもよい。
【０１０４】
　機能ブロック１６３で行われる符号語対階層マップは，図１７に示す符号語対階層マッ
プ方法を用いて行うことができる。図１７で行われるプリコーディングの位置は，図１３
におけるプリコーディングの位置とは異なることがある。
【０１０５】
　また，図１６を参照すると，ＣＱＩ，ＲＩ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫのような制御情報は，
与えられた仕様に従ってチャネル符号化ブロック（１６５）にチャネル符号化される。こ
こで，ＣＱＩ，ＲＩ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫは，すべての符号語に対して同じチャネル符号
を用いて符号化してもよいし，符号語別に異なるチャネル符号を用いて符号化してもよい
。
【０１０６】
　その後，符号化されたビットの数は，ビットサイズ制御部１６６によって変更可能であ
る。ビットサイズ制御部１６６は，チャネル符号化ブロック１６５と一体化してもよい。
ビットサイズ制御部から出力された信号はスクランブルされる（１６７）。ここで，スク
ランブルは，セル特定，階層特定，符号語特定又はユーザ装置特定に行うことができる。
【０１０７】
　ビットサイズ制御部１６６は，下記のように動作できる。
【０１０８】
　（１）ビットサイズ制御部は，ＰＵＳＣＨに対するデータのランク（ｎ＿ｒａｎｋ＿ｐ
ｕｓｃｈ）を認識する。
【０１０９】
　（２）制御チャネルのランク（ｎ＿ｒａｎｋ＿ｃｏｎｔｒｏｌ）は，データのランクと
同一に（すなわち，ｎ＿ｒａｎｋ＿ｃｏｎｔｒｏｌ＝ｎ＿ｒａｎｋ＿ｐｕｓｃｈ）設定さ
れ，制御チャネルに対するビットの数（ｎ＿ｂｉｔ＿ｃｔｒｌ）は，制御チャネルのラン
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クが乗算されてそのビット数が拡張される。
【０１１０】
　これを行う一方法として，制御チャネルを単純に複写して反復することができる。この
場合，制御チャネルはチャネル符号化前の情報レベルでも，チャネル符号化後の符号化さ
れたビットレベルでもよい。例えば，ｎ＿ｂｉｔ＿ｃｔｒｌ＝４の制御チャネル［ａ０，
ａ１，ａ２，ａ３］とｎ＿ｒａｎｋ＿ｐｕｓｃｈ＝２との場合に，拡張されたビット数（
ｎ＿ｅｘｔ＿ｃｔｒｌ）は，［ａ０，ａ１，ａ２，ａ３，ａ０，ａ１，ａ２，ａ３］と，
８ビットになりうる。
【０１１１】
　他の方法として，上述したように拡張できたビット数（ｎ＿ｅｘｔ＿ｃｔｒｌ）が８ビ
ットになるように，循環バッファ（ｃｉｒｃｕｌａｒ　ｂｕｆｆｅｒ）方式を適用するこ
とができる。
【０１１２】
　ビットサイズ制御部１６６及びチャネル符号化部１６５が一体として構成される場合に
，符号化されたビットは，既存システム（例えば，ＬＴＥ Ｒｅｌ－８）で定義されたチ
ャネル符号化及び速度整合を適用して生成してもよい。
【０１１３】
　ビットサイズ制御部１６６に加えて，階層別に更にランダム化を与えるために，ビット
レベルのインタリーブを行ってもよい。又は，これと均等に変調シンボルレベルでインタ
リーブを行ってもよい。
【０１１４】
　ＣＱＩ／ＰＭＩチャネル及び２個の符号語に関する制御情報（又は，制御データ）とは
，データ／制御情報多重化器（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）１６４によって多重化すること
ができる。その後，一つのサブフレーム内で二つのスロットのそれぞれに，ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報がアップリンクＤＭ－ＲＳ周囲のＲＥにマップされるようにしながら，チャネル
インタリーバ１６８は，時間優先マップ方式によってＣＱＩ／ＰＭＩをマップする。
【０１１５】
　その後，変調マッパ１６９では，各階層に変調を行い，ＤＦＴプリコーダ１７０はＤＦ
Ｔプリコーディングを行い，ＭＩＭＯプリコーダ１７１はＭＩＭＯプリコーディングを行
い，リソース要素マッパ１７２はＲＥマップを順次に行う。その後，ＳＣ－ＦＤＭＡ信号
発生器１７３でＳＣ－ＦＤＭＡ信号を生成し，生成された制御信号をアンテナポートから
送信する。
【０１１６】
　上述の機能ブロックは，図１６に示す位置に制限されるものではなく，場合によってそ
の位置は変更可能である。例えば，スクランブルブロック１６２，１６７がチャネルイン
タリーブブロックの次に位置してもよい。また，符号語対階層マップブロック１６３が，
チャネルインタリーブブロック１６８の次又は変調マッパブロック１６９の次に位置して
もよい。
【０１１７】
　２．多搬送波集約環境
　本発明の実施例で考慮する通信環境は，多搬送波提供環境をすべて含む。すなわち，本
発明で用いられる多搬送波システム又は搬送波集約システムとは，広帯域を提供するため
に，目標とする広帯域を構成するときに，目標帯域よりも小さい帯域幅を持つ１以上の成
分搬送波（ＣＣ）を集約又は結合（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）して使用するシステムのこ
とをいう。
【０１１８】
　本発明で，多搬送波は，搬送波の集約（又は，搬送波結合）を意味し，ここで，搬送波
集約は，隣接している搬送波間の結合だけでなく，非隣接の搬送波間の結合も意味する。
また，搬送波結合は，搬送波集約，帯域幅結合などのような用語と混用することもできる
。
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【０１１９】
　２以上の成分搬送波を結合して構成される多搬送波（すなわち，搬送波集約）は，ＬＴ
Ｅ－Ａシステムでは１００ＭＨｚ帯域幅まで提供することを目標とする。目標帯域より小
さい帯域幅を持つ１以上の搬送波を結合させるときに，結合する搬送波の帯域幅は，既存
ＩＭＴシステムとの後方互換性維持のために，既存システムにおいて使用する帯域幅に制
限されることがある。
【０１２０】
　例えば，既存の３ＧＰＰ ＬＴＥシステムでは，｛１，４，３，５，１０，１５，２０
｝ＭＨｚ帯域幅を提供し，３ＧＰＰ高度ＬＴＥシステム（すなわち，ＬＴＥ－Ａ）におい
ては，ＬＴＥで提供する上記の帯域幅だけを用いて２０ＭＨｚより大きい帯域幅を提供す
るようにしている。また，本発明で用いられる多搬送波システムは，既存システムにおい
て使用する帯域幅によらず，新しい帯域幅を定義して搬送波結合（すなわち，搬送波集約
など）を提供するようにしてもよい。
【０１２１】
　ＬＴＥ－Ａシステムは，無線リソースを管理するためにセルの概念を用いる。セルは，
ダウンリンクリソースとアップリンクリソースとの組み合わせと定義され，アップリンク
リソースは必須要素ではない。そのため，セルは，ダウンリンクリソース単独，又はダウ
ンリンクリソース及びアップリンクリソースの両者で構成できる。多搬送波（すなわち，
搬送波結合，又は搬送波集約）が提供される場合，ダウンリンクリソースの搬送波周波数
（又は，ＤＬＣＣ）とアップリンクリソースの搬送波周波数（又は，ＵＬＣＣ）との対応
付け（ｌｉｎｋａｇｅ）は，システム情報（ＳＩＢ）によって指示できる。
【０１２２】
　ＬＴＥ－Ａシステムにおいて用いられるセルは，１次セル（ＰＣｅｌｌ：Ｐｒｉｍａｒ
ｙ　Ｃｅｌｌ）及び２次セル（ＳＣｅｌｌ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ）を含む。Ｐ
セルは，１次周波数（例えば，ＰＣＣ）上で動作するセルを意味し，Ｓセルは，２次周波
数（例えば，ＳＣＣ）上で動作するセルを意味する。ただし，特定端末にＰセルは一つの
み割り当てられ，Ｓセルは一つ以上割り当てられる。
【０１２３】
　Ｐセルは，端末が初期接続確立手順又は接続再確立手順を実行するときに用いられる。
Ｐセルは，ハンドオーバ過程で指示されたセルを指すこともある。Ｓセルは，ＲＲＣ接続
が確立された後に設定可能であり，追加の無線リソースを提供するために用いられる。
【０１２４】
　Ｐセル及びＳセルは，サービス提供セルとして用いることができる。ＲＲＣ＿ＣＯＮＮ
ＥＣＴＥＤ状態にあるが，搬送波結合が設定されていないか，搬送波結合を提供しない端
末の場合は，Ｐセルだけで構成されたサービス提供セルが一つだけ存在する。一方，ＲＲ
Ｃ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあるとともに，搬送波結合が設定されている端末の場合は
，一つ以上のサービス提供セルが存在でき，サービス提供セル全体にはＰセル及び一つ以
上のＳセルが含まれる。
【０１２５】
　初期保安活性化処理が始まった後に，Ｅ－ＵＴＲＡＮは，接続確立処理で初期に構成さ
れるＰセルに加えて，一つ以上のＳセルを含むネットワークを構成することができる。多
搬送波環境において，Ｐセル及びＳセルはそれぞれの成分搬送波として動作できる。すな
わち，多搬送波集約は，Ｐセルと一つ以上のＳセルとの結合と定義できる。以下の実施例
では，１次成分搬送波（ＰＣＣ）をＰセルと同じ意味で使用し，２次成分搬送波（ＳＣＣ
）をＳセルと同じ意味で使用することができる。
【０１２６】
　３．アップリンク制御情報送信方法
　本発明の実施例は，搬送波集約環境においてＵＣＩがＰＵＳＣＨ上でデータにピギーバ
ックされる場合に，ＵＣＩに対するチャネル符号化方法，ＵＣＩに対するリソース割当方
法及びＵＣＩ送信方法に関するものである。本発明の実施例は基本的に，ＳＵ－ＭＩＭＯ
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環境に適用することができ，ＳＵ－ＭＩＭＯの特別な場合として単一アンテナ送信環境に
も適用することができる。
【０１２７】
　３．１　ＰＵＳＣＨ上でのＵＣＩ割当位置
　図１８は，アップリンクデータ及びアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するために
，物理リソース要素をマップする方法の一例を示す図である。
【０１２８】
　図１８には，２符号語及び４階層の場合にＵＣＩを送信する方法を示す。この場合，Ｃ
ＱＩは，データと結合して時間優先マップ方式によってＲＩがマップされているＲＥを除
く残りのＲＥに，データと同じ変調次数及びすべてのコンステレーションのポイントを用
いてマップされる。ＳＵ－ＭＩＭＯにおいて，ＣＱＩは，一つの符号語によって拡散され
て送信される。例えば，ＣＱＩは，二つの符号語のうち，ＭＣＳレベルの高い符号語によ
って送信され，ＭＣＳレベルが同じ場合は，符号語０によって送信される。
【０１２９】
　また，ＡＣＫ／ＮＡＣＫは，参照信号の両側に位置しているシンボルに既にマップされ
ているＣＱＩ及びデータの結合をパンクチャしながら配置される。参照信号が３，１０番
目のシンボルに位置するため，２，４，９，１１番目のシンボルにおける最下側の副搬送
波から始まって上側にマップされる。この時，ＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボルは，２，１１，
９，４シンボルの順にマップされる。
【０１３０】
　ＲＩは，ＡＣＫ／ＮＡＣＫに隣接しているシンボルにマップされ，ＰＵＳＣＨに送信さ
れるすべての情報（データ，ＣＱＩ，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ，ＲＩ）のいずれよりも先にマッ
プされる。具体的に，ＲＩは，１，５，８，１２番目のシンボルの最下側の副搬送波から
始まって上側にマップされる。この時，ＲＩシンボルは，１，１２，８，５番目のシンボ
ルの順にマップされる。
【０１３１】
　特に，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩは，情報ビットのサイズが１ビット又は２ビットの場
合は，コンステレーションの４つの角だけを用いてＱＰＳＫのような方式でマップされ，
３ビット以上の情報ビットに対しては，データと同じ変調次数のすべてのコンステレーシ
ョンを用いてマップしてもよい。また，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩは，すべての階層で同
一位置の同一リソースを用いて同一情報を送信する。
【０１３２】
　３．２　ＨＡＲＱ－ＡＣＫビット又はＲＩに対する符号化された変調シンボル個数の計
算－１
　本発明の実施例において，変調シンボルの個数は，符号化されたシンボルの個数又はＲ
Ｅの個数などと同じ意味で使用することができる。
【０１３３】
　制御情報又は制御データは，チャネル符号化ブロック（例えば，図１３のＳ１３５０，
Ｓ１３６０，Ｓ１３７０又は図１６の１６５）に，チャネル品質情報（ＣＱＩ及び／又は
ＰＭＩ），ＨＡＲＱ－ＡＣＫ及びＲＩの形態で入力される。制御情報の送信のために，別
々の個数の符号化されたシンボルが割り当てられることで，制御情報に従って別々の符号
化率が適用される。制御情報がＰＵＳＣＨ上で送信される場合に，アップリンクチャネル
状態情報（ＣＳＩ）であるＨＡＲＱ－ＡＣＫ，ＲＩ及びＣＱＩ（又はＰＭＩ）に関する制
御情報ビットｏ０，ｏ１，ｏ２，…，ｏｏ－１に対するチャネル符号化はそれぞれ独立し
て行われる。
【０１３４】
　端末がＰＵＳＣＨ上でＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又はＲＩ）情報ビットを送信するときに，階
層当たりのＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又はＲＩ）のためのリソース要素の個数は，下記の式１に
よって計算することができる。
　　（式１）
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【数５】

　式１において，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又はＲＩ）のためのリソース要素の個数は，符号化
された変調シンボルの個数（Ｑ’）と表現することができる。ここで，Ｏは，ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ（又はＲＩ）のビット数を表し，βＨＡＲＱ‐ＡＣＫ

ｏｆｆｓｅｔ，βＲＩ
ｏｆｆ

ｓｅｔはそれぞれ，伝送ブロックに応じた送信符号語の個数によって決定される。ここで
，データとＵＣＩとのＳＮＲ差を考慮するためのオフセット値を設定するためのパラメー
タはそれぞれ，βＰＵＳＣＨ

ｏｆｆｓｅｔ＝βＨＡＲＱ‐ＡＣＫ
ｏｆｆｓｅｔ，βＰＵＳ

ＣＨ
ｏｆｆｓｅｔ＝βＲＩ

ｏｆｆｓｅｔと定められる。
【０１３５】
　ＭＰＵＳＣＨ

ＳＣは，伝送ブロックのための現在サブフレーム内でＰＵＳＣＨ送信のた
めに割り当てられた（スケジュールされた）帯域幅を副搬送波の個数で表したものである
。ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ｓｙｍｂは，上記と同一の伝送ブロックのための初期Ｐ
ＵＳＣＨ送信サブフレーム当たりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの個数を表し，ＭＰＵＳＣＨ

‐ｉｎｉｔｉａｌ
ＳＣは，初期ＰＵＳＣＨ送信のためのサブフレーム当たりの副搬送波の

個数を表す。ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ
ｓｙｍｂは，下記の式２によって算出できる

。
　　（式２）
【数６】

　ここで，ＮＳＲＳは，端末が，初期送信のための同一サブフレーム内でＰＵＳＣＨ及び
ＳＲＳを送信する場合，又は初期送信のためのＰＵＳＣＨリソース割当がセル特定ＳＲＳ
のサブフレーム及び周波数帯域幅と部分的に重なる場合に，１に設定され，それ以外の場
合は，０に設定される。
【０１３６】
　初期送信のための伝送ブロックの副搬送波の個数（ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ＳＣ

），伝送ブロックから導出される符号ブロックの総個数（Ｃ），及び各符号ブロックのサ
イズ（Ｋ（ｘ）

ｒ，ｘ＝｛０，１｝）は，同一伝送ブロックに対する初期ＰＤＣＣＨから
取得できる。
【０１３７】
　これらの値が初期ＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット０又は４）に含まれない場合は，該
当の値は他の方法で決定してもよい。例えば，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ＳＣ，Ｃ及
び（Ｋ（ｘ）

ｒ，ｘ＝｛０，１｝）は，同一の伝送ブロックのための初期ＰＵＳＣＨが半
永続的にスケジュールされたときに，最も最近の半永続スケジュール割当ＰＤＣＣＨから
決定される。又は，ランダムアクセス応答許可（ｇｒａｎｔ）によってＰＵＳＣＨが初期
化されたときに，同一の伝送ブロックに対するランダムアクセス応答許可から決定しても
よい。
【０１３８】
　上述したように，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又はＲＩ）のためのリソース要素の個数を求める
と，変調方式を考慮してＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又はＲＩ）のチャネル符号化後のビット数を
求めることができる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化されたビットの総個数は，ＱＡＣＫ＝Ｑ

ｍ・Ｑ’となり，ＲＩの符号化されたビットの総個数はＱＲＩ＝Ｑｍ・Ｑ’となる。ここ
で，Ｑｍは，変調次数に応じたシンボル当たりのビット数で，ＱＰＳＫの場合は２，１６
ＱＡＭの場合は４，６４ＱＡＭの場合は６となる。
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【０１３９】
　一方，ＳＮＲ又は周波数効率（ｓｐｅｃｔｒａｌ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）が高い場合
に，速度整合がパンクチャとして作用して，ＲＭ符号で符号化された符号語の最小距離が
０になることを防止するために，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩに割り当てられるリソース要
素の最小値を定めることができる。このとき，定義されるリソース要素の最小値は，ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ又はＲＩの情報ビットサイズに応じて別々の値を有することができる。
【０１４０】
　３．３　ＣＱＩ及び／又はＰＭＩに対する符号化された変調シンボル個数の計算－１
　端末がＰＵＳＣＨ上でチャネル品質制御情報（ＣＱＩ又はＰＭＩ）ビットを送信すると
きに，階層当たりＣＱＩ又はＰＭＩのためのリソース要素の個数は，下記の式３によって
計算できる。
　　（式３）
【数７】

【０１４１】
　式３において，ＣＱＩ又はＰＭＩのためのリソース要素の個数は，符号化された変調シ
ンボルの個数（Ｑ’）と表現できる。以下ではＣＱＩを中心に説明するが，ＰＭＩにも同
一に適用可能である。
【０１４２】
　式３で，Ｏは，ＣＱＩのビット数を表す。Ｌは，ＣＱＩビットに付加されるＣＲＣのビ
ット数を表す。ここで，Ｌは，Ｏが１１ビット以下の場合に０の値を有し，それ以外の場
合は８の値を有する。すなわち，
【数８】

のようになる。
【０１４３】
　βＣＱＩ

ｏｆｆｓｅｔは，伝送ブロックによる送信符号語の個数によって決定され，デ
ータとＵＣＩとのＳＮＲ差を考慮するためのオフセット値を決定するためのパラメータは
，βＰＵＳＣＨ

ｏｆｆｓｅｔ＝βＣＱＩ
ｏｆｆｓｅｔと定められる。

【０１４４】
　ＭＰＵＳＣＨ

ＳＣは，伝送ブロックのための現在サブフレーム内でＰＵＳＣＨ送信のた
めに割り当てられた（スケジュールされた）帯域幅を，副搬送波の個数で表したものであ
る。ＮＰＵＳＣＨ

ｓｙｍｂは，現在ＰＵＳＣＨが送信されるサブフレーム内でＳＣ－ＦＤ
ＭＡシンボルの個数を表し，上述した式２のように求めることができる。
【０１４５】
　ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ｓｙｍｂは，同一の伝送ブロックのための初期ＰＵＳＣ
Ｈ送信サブフレーム当たりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの個数を表し，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎ

ｉｔｉａｌ
ＳＣは，該当のサブフレームに対する副搬送波の個数を表す。Ｋ（ｘ）

ｒにお
いてｘは，アップリンク許可によって指定されたＭＣＳが最も高い伝送ブロックのインデ
クスを表す。
【０１４６】
　ここで，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ＳＣ，Ｃ及びＫ（ｘ）
ｒは，同一の伝送ブロッ

クのための初期ＰＤＣＣＨから取得できる。ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ
ＳＣ，Ｃ及び
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Ｋ（ｘ）
ｒ値が初期ＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット０）に含まれない場合に，端末は他

の方法で該当の値を決定してもよい。
【０１４７】
　例えば，初期送信時と同一の伝送ブロックのための初期ＰＵＳＣＨが半永続スケジュー
ルされたときに，最も最近の半永続スケジュール割当ＰＤＣＣＨから，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉ

ｎｉｔｉａｌ
ＳＣ，Ｃ及びＫ（ｘ）

ｒ値が決定される。又は，ランダムアクセス応答許可
によってＰＵＳＣＨが初期化されたときに，同一の伝送ブロックのためのランダムアクセ
ス応答許可から，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ＳＣ，Ｃ及びＫ（ｘ）
ｒ値を決定しても

よい。
【０１４８】
　ＵＬ－ＳＣＨのデータ情報（Ｇ）ビットは，下記の式４によって算出できる。
　　（式４）
【数９】

【０１４９】
　上述したように，ＣＱＩのためのリソース要素の個数を求めると，変調方式を考慮して
ＣＱＩのチャネル符号化後のビット数を求めることができる。ＱＣＱＩは，ＣＱＩの符号
化されたビットの総個数を表し，ＱＣＱＩ＝Ｑｍ・Ｑ’である。ここで，Ｑｍは，変調次
数によるシンボル当たりのビット数であり，ＱＰＳＫの場合は２，１６ＱＡＭの場合は４
，６４ＱＡＭの場合は６となる。ＲＩのためのリソースを優先して割り当てるため，ＲＩ
に割り当てられたリソース要素の個数を除外する。ＲＩが送信されないときは，ＱＲＩ＝
０となる。
【０１５０】
　３．４　ＨＡＲＱ－ＡＣＫビット又はＲＩに対する符号化された変調シンボル個数の計
算－２
　以下では，上記３．１で説明した方法とは異なる，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩに用いら
れるリソース要素（ＲＥ）の個数を求める方法について説明する。
【０１５１】
　端末が単一セルにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫビット又はＲＩビットを送信する場合に，端
末は，ＨＡＲＱ－ＡＣＫ又はＲＩに対する階層当たりの符号化された変調シンボルの個数
Ｑ’を決定しなければならない。下記の式５は，ＵＬセルで一つの伝送ブロックだけが送
信される場合に変調シンボルの個数を求めるために用いられる。
　　（式５）
【数１０】

【０１５２】
　式５において，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又はＲＩ）のためのリソース要素の個数は，符号化
された変調シンボルの個数（Ｑ’）と表現できる。ここで，Ｏは，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又
はＲＩ）のビット数を表す。
【０１５３】
　βＨＡＲＱ‐ＡＣＫ

ｏｆｆｓｅｔ，βＲＩ
ｏｆｆｓｅｔはそれぞれ，伝送ブロックによ

る送信符号語の個数によって決定される。ここで，データとＵＣＩとのＳＮＲ差を考慮す
るためのオフセット値を設定するためのパラメータはそれぞれ，βＰＵＳＣＨ

ｏｆｆｓｅ

ｔ＝βＨＡＲＱ‐ＡＣＫ
ｏｆｆｓｅｔ，βＰＵＳＣＨ

ｏｆｆｓｅｔ＝βＲＩ
ｏｆｆｓｅｔ

と定める。
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【０１５４】
　ＭＰＵＳＣＨ

ＳＣは，伝送ブロックのための現在サブフレーム内でＰＵＳＣＨ送信のた
めに割り当てられた（スケジュールされた）帯域幅を，副搬送波の個数で表したものであ
る。ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ｓｙｍｂは，同一の伝送ブロックのための初期ＰＵＳ
ＣＨ送信サブフレーム当たりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの個数を表し，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉ

ｎｉｔｉａｌ
ＳＣは，初期ＰＵＳＣＨ送信のためのサブフレーム当たりの副搬送波の個数

を表す。ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ
ｓｙｍｂは，上記の式２によって算出できる。

【０１５５】
　初期送信のための伝送ブロックの副搬送波の個数（ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ＳＣ

），伝送ブロックから導出される符号ブロックの総個数（Ｃ）及び各符号ブロックのサイ
ズ（Ｋ（ｘ）

ｒ，ｘ＝｛０，１｝）は，同一の伝送ブロックに対する初期ＰＤＣＣＨから
取得できる。
【０１５６】
　初期ＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット０又は４）にこれらの値が含まれない場合は，該
当の値は他の方法で決定できる。例えば，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ

ＳＣ，Ｃ及びＫ
（ｘ）

ｒ，ｘ＝｛０，１｝は，同一の伝送ブロックのための初期ＰＵＳＣＨが半永続スケ
ジュールされたときに，最も最近の半永続スケジュール割当ＰＤＣＣＨから決定される。
又は，ランダムアクセス応答許可によってＰＵＳＣＨが初期化されたときに，同一の伝送
ブロックに対するランダムアクセス応答許可から決定してもよい。
【０１５７】
　端末がＵＬセルおいて二つの伝送ブロックを送信しようとする場合に，端末は，ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ又はＲＩに対する階層当たりに符号化された変調シンボルの個数Ｑ’を決定し
なければならない。下記の式６及び７は，ＵＬセルで２伝送ブロックの初期送信リソース
値が異なる場合に，変調シンボルの個数を求めるために用いられる。
　　（式６）
【数１１】

　　（式７）
【数１２】

【０１５８】
　式６及び７において，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（又はＲＩ）のためのリソース要素の個数は，
符号化された変調シンボルの個数（Ｑ’）と表現できる。ここで，Ｏは，ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ（又はＲＩ）のビット数を表す。ここで，Ｏ≦２であるとともに
【数１３】

であれば，Ｑ’ｍｉｎ＝０であり，そうでないときは，Ｑ’ｍｉｎ＝（Ｑ１
ｍ，Ｑ２

ｍ）
である。Ｑｘ

ｍ，ｘ＝｛１，２｝は，伝送ブロック‘ｘ’の変調次数を表し，ＭＰＵＳＣ

Ｈ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）
ＳＣ，ｘ＝｛１，２｝は，第１伝送ブロック及び第２伝送ブロ

ックのための初期サブフレームにおいてＰＵＳＣＨ送信のために副搬送波の個数で表現さ
れるスケジュールされた帯域幅を表す。
【０１５９】
　また，ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ｓｙｍｂ，ｘ＝｛１，２｝は，第１伝送ブ
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ロック及び第２伝送ブロックに対する初期ＰＵＳＣＨ送信のためのサブフレーム当たりの
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの個数を表す。ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ｓｙｍｂは
，下記の式８から計算できる。
　　（式８）
【数１４】

　式８において，端末が伝送ブロック‘ｘ’に対する初期送信のために同一のサブフレー
ムでＰＵＳＣＨ及びＳＲＳを送信する場合，又は伝送ブロック‘ｘ’の初期送信のための
ＰＵＳＣＨリソース割当がセル特定ＲＳＲサブフレーム及び帯域幅構成と部分的に重なる
場合に，Ｎ（ｘ）

ＳＲＳ，ｘ＝｛１，２｝は１であり，そうでないときは，Ｎ（ｘ）
ＳＲ

Ｓ，ｘ＝｛１，２｝は０である。
【０１６０】
　本発明の実施例で，端末は，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ，ｘ＝｛１，２
｝，Ｃ及びＫ（ｘ）

ｒ，ｘ＝｛１，２｝値を，相応する伝送ブロックのための初期ＰＤＣ
ＣＨから取得できる。
【０１６１】
　初期ＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット０又は４）にこれらの値が含まれない場合は，該
当の値を他の方法で決定できる。例えば，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ，ｘ
＝｛１，２｝，Ｃ及びＫ（ｘ）

ｒ，ｘ＝｛１，２｝値は，同一の伝送ブロックのための初
期ＰＵＳＣＨが半永続スケジュールされたときに，最も最近の半永続スケジュール割当Ｐ
ＤＣＣＨから決定される。又は，ランダムアクセス応答許可によってＰＵＳＣＨが初期化
されたときに，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ，ｘ＝｛１，２｝，Ｃ及びＫ（

ｘ）
ｒ，ｘ＝｛１，２｝値は，同一の伝送ブロックに対するランダムアクセス応答許可か

ら決定してもよい。
【０１６２】
　式６及び７で，βＨＡＲＱ‐ＡＣＫ

ｏｆｆｓｅｔ，βＲＩ
ｏｆｆｓｅｔはそれぞれ，伝

送ブロックによる送信符号語の個数によって決定される。ここで，データとＵＣＩとのＳ
ＮＲ差を考慮するためのオフセット値を設定するためのパラメータはそれぞれ，βＰＵＳ

ＣＨ
ｏｆｆｓｅｔ＝βＨＡＲＱ‐ＡＣＫ

ｏｆｆｓｅｔ，βＰＵＳＣＨ
ｏｆｆｓｅｔ＝βＲ

Ｉ
ｏｆｆｓｅｔと定められる。

【０１６３】
　３．５　ＣＱＩ及び／又はＰＭＩに対する符号化された変調シンボル個数の計算－２
　端末がＰＵＳＣＨ上でチャネル品質制御情報（ＣＱＩ及び／又はＰＭＩ）ビットを送信
するときに，端末は，階層当たりＣＱＩ及び／又はＰＭＩのためのリソース要素の個数を
計算しなければならない。以下では，チャネル品質制御情報はＣＱＩを中心に説明するが
，この説明は，ＰＭＩにも同一に適用することができる。
【０１６４】
　図１９は，本発明の実施例であって，アップリンク制御情報を送信する方法の一例を示
す図である。
【０１６５】
　図１９を参照すると，基地局（ｅＮＢ）は端末にＤＣＩフォーマット０又はＤＣＩフォ
ーマット４を含む初期ＰＤＣＣＨ信号を送信できる（Ｓ１９１０）。
【０１６６】
　Ｓ１９１０段階で，初期ＰＤＣＣＨには，副搬送波個数（ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａ

ｌ（ｘ）
ＳＣ）に関する情報，符号ブロックの個数に関する情報（Ｃ（ｘ））及び符号ブ

ロックのサイズに関する情報（Ｋ（ｘ）
ｒ）が含まれてもよい。

【０１６７】
　Ｓ１９１０段階で，（ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ，Ｃ（ｘ）及びＫ（ｘ

）
ｒ値が初期ＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット０／４）に含まれない場合に，端末は，他
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の方法で該当の値を決定してもよい。
【０１６８】
　例えば，初期送信時と同一の伝送ブロックのための初期ＰＵＳＣＨが半永続スケジュー
ルされたときに，最も最近の半永続スケジュール割当ＰＤＣＣＨから，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉ

ｎｉｔｉａｌ（ｘ）
ＳＣ，Ｃ（ｘ）及びＫ（ｘ）

ｒ値が決定される。又は，ランダムアク
セス応答許可によってＰＵＳＣＨが開始されたときに，同一の伝送ブロックのためのラン
ダムアクセス応答許可から，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ，Ｃ（ｘ）及びＫ
（ｘ）

ｒ値を決定してもよい。
【０１６９】
　再び図１９を参照すると，端末（ＵＥ）は，Ｓ１９１０段階で受信した情報を用いて，
アップリンク制御情報を送信するためのリソース要素を計算できる。特に，図１９におい
て，端末は，ＵＣＩ情報のうちチャネル品質制御情報（ＣＱＩ／ＰＭＩ）を送信するため
に必要なリソース要素（ＲＥ）の個数を計算できる（Ｓ１９２０）。
【０１７０】
　本発明の実施例において，ＣＱＩ／ＰＭＩの場合は，ＭＣＳの高いＴＢに属している階
層に拡散又は多重化されて送信される。二つの伝送ブロック（ＴＢ）のＭＣＳレベルが同
一であるとき，ＣＱＩは，最初のＴＢにおいて送信されるものとする。
【０１７１】
　ただし，再送信などによって二つのＴＢ間に設定された初期リソースブロック（ＲＢ）
のサイズが異なることがあるので，Ｓ１９２０段階で，ＰＵＳＣＨを介して送信されるＣ
ＱＩのためのＲＥの個数Ｑ’は，下記の式９のように計算できる。
　　（式９）
【数１５】

　式９は，式３と類似の方式で計算される。ただし，式３は，ＵＬデータ及び／又はＵＣ
Ｉなどを再送信する場合に，再送信パケットが送信されるＴＢの初期ＲＢサイズが異なる
場合には用いることができない。すなわち，式９は，多搬送波集約環境で一つ以上のＴＢ
を用いてＰＵＳＣＨを送信する場合に適用することができる。
【０１７２】
　式９において，ＣＱＩ又はＰＭＩのためのリソース要素の個数は，符号化された変調シ
ンボルの個数（Ｑ’）で表現できる。以下では，ＣＱＩを中心に説明するが，ＰＭＩにも
同一に適用可能である。また，式９において，‘ｘ’は，伝送ブロック（ＴＢ）のインデ
クスを表す。
【０１７３】
　式９において，Ｏは，ＣＱＩのビット数を表す。Ｌは，ＣＱＩビットに付加されるＣＲ
Ｃのビット数を表す。ここで，Ｌは，Ｏが１１ビット以下の場合に０値を有し，それ以外
の場合は８値を有する。すなわち，
【数１６】

となる。
【０１７４】
　ここで，βＣＱＩ

ｏｆｆｓｅｔは，伝送ブロックによる送信符号語の個数によって決定
され，データとＵＣＩとのＳＮＲ差を考慮するためのオフセット値を決定するためのパラ
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メータは，βＰＵＳＣＨ
ｏｆｆｓｅｔ＝βＣＱＩ

ｏｆｆｓｅｔと定められる。
【０１７５】
　ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣは，該当のサブフレームに対する副搬送波の
個数を表し，Ｃ（ｘ）は，伝送ブロックから生成される符号ブロックの総個数を表し，Ｋ
（ｘ）

ｒは，インデクスｒによる符号ブロックのサイズを表す。Ｋ（ｘ）
ｒにおいてｘは

，アップリンク許可によって指定されたＭＣＳが最も高い伝送ブロックのインデクスを表
す。
【０１７６】
　ここで，端末は，ＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ，Ｃ（ｘ）及びＫ（ｘ）
ｒ

値をＳ１９１０段階で初期ＰＤＣＣＨから取得できる。
【０１７７】
　ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ｓｙｍｂは，同一の伝送ブロックのための初期Ｐ
ＵＳＣＨ送信サブフレーム当たりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの個数を表す。ここで，ＮＰ

ＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）
ｓｙｍｂは，第１伝送ブロック及び第２伝送ブロックに

対する初期ＰＵＳＣＨ送信のためのサブフレーム当たりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの個数
を表す。
【０１７８】
　また，端末は，ＮＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ｓｙｍｂ値を下記の式１０を用い
て計算できる。
　　（式１０）
【数１７】

　式１０において，Ｎ（ｘ）
ＳＲＳは，端末が伝送ブロック‘ｘ’の初期送信のための同

一サブフレーム内でＰＵＳＣＨ及びＳＲＳを送信する場合，又は伝送ブロック‘ｘ’の初
期送信のためのＰＵＳＣＨリソース割当がセル特定ＳＲＳのサブフレーム及び周波数帯域
幅と部分的に重なる場合には，１に設定され，それ以外の場合は，０に設定される。
【０１７９】
　式９において，ＭＰＵＳＣＨ

ＳＣは，伝送ブロックのための現在のサブフレーム内でＰ
ＵＳＣＨ送信のために割り当てられた（スケジュールされた）帯域幅を，副搬送波の個数
で表したものである。ＮＰＵＳＣＨ

ｓｙｍｂは，現在のＰＵＳＣＨが送信されるサブフレ
ーム内のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの個数を表す。
【０１８０】
　式９において，変数‘ｘ’は，初期ＵＬ許可によって指示される最も高いＭＣＳレベル
に対応する伝送ブロック（ＴＢ）を表す。二つの伝送ブロックが，対応する初期ＵＬ許可
において同一ＭＣＳレベルを有すると，ｘは第１伝送ブロックを表す‘１’に設定できる
。
【０１８１】
　再び図１９を参照すると，端末は，Ｓ１９２０段階で計算したＲＥの個数を用いて，Ｃ
ＱＩを含むアップリンク制御情報（ＵＣＩ，ＣＳＩなど）を生成できる。このとき，ＣＱ
Ｉ以外のＵＣＩ情報は，式１，２，及び５～８を用いて計算できる（Ｓ１９３０）。
【０１８２】
　また，端末は，ＰＵＳＣＨを介して送信されるアップリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ信号
）の情報（Ｇ）も算出できる。すなわち，端末は，Ｓ１９３０段階で算出したアップリン
ク制御情報と共に送信するアップリンクデータに関する情報を計算できる。その後，端末
は，ＵＣＩ及びＵＬデータを含むＰＵＳＣＨ信号を基地局に送信できる（Ｓ１９４０）。
【０１８３】
　Ｓ１９４０段階で，ＵＬ－ＳＣＨのデータ情報（Ｇ）ビットを，下記の式１１で算出で
きる。
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　　（式１１）
【数１８】

【０１８４】
　端末は，ＣＱＩのためのリソース要素の個数を求めると（式９参照），ＣＱＩに対する
変調方式を考慮してＣＱＩのチャネル符号化後のビット数を求めることができる。式１１
において，Ｎ（ｘ）

Ｌは，ｘ番目のＵＬ－ＳＣＨ伝送ブロックに対応する階層の個数を表
す。また，ＱＣＱＩは，ＣＱＩの符号化されたビットの総個数を表し，ＱＣＱＩ＝Ｑ（ｘ

）
ｍ・Ｑ’となる。ここで，Ｑ（ｘ）

ｍは，各伝送ブロックにおける変調次数に応じたシ
ンボル当たりビット数で，ＱＰＳＫの場合は２，１６ＱＡＭの場合は４，６４ＱＡＭの場
合は６となる。また，アップリンクリソースでＲＩのためのリソースを優先して割り当て
るため，アップリンクデータ情報（Ｇ）ビットのうち，ＲＩに割り当てられたリソース要
素の個数を除外する。ＲＩが送信されないときは，Ｑ（ｘ）

ＲＩ＝０となる。
【０１８５】
　図１９において，ＣＱＩに割り当てられるＲＥの個数は，ＣＱＩが送信されるＴＢ（又
はＣＷ）の初期送信によるパラメータを用いて求め，割り当てられるＲＥの最大値は，現
在サブフレームの全体リソースであるＭＰＵＳＣＨ

ＳＣ・ＮＰＵＳＣＨ
ｓｙｍｂから，Ｃ

ＱＩの送信されるＴＢ（又はＣＷ）に定義されたＲＩのビット数Ｑ（ｘ）
ＲＩをＣＱＩの

送信されるＴＢ（又はＣＷ）の変調次数Ｑ（ｘ）
ｍで除した値を除外した値になる（式９

参照）。
【０１８６】
　図２０は，本発明の実施例であって，アップリンク制御情報を送信する方法の他の例を
示す図である。
【０１８７】
　図２０を参照すると，基地局（ｅＮＢ）は端末にダウンリンク及びアップリンクリソー
スを割り当てるためにＰＤＣＣＨを送信する（Ｓ２０１０）。
【０１８８】
　端末（ＵＥ）は，ＰＤＣＣＨに含まれている制御情報に基づき，アップリンクデータ及
び／又はアップリンク制御情報（すなわち，ＣＱＩ）を，ＰＵＳＣＨを介して基地局に送
信する（Ｓ２０２０）。
【０１８９】
　このとき，Ｓ２０２０段階で送信したＰＵＳＣＨ信号に誤りが発生した場合は，基地局
はＮＡＣＫ信号を端末に送信する（Ｓ２０３０）。
【０１９０】
　ＮＡＣＫ信号を受信した端末は，アップリンクデータを再送信する場合に，自身に割り
当てられた無線リソースから，アップリンクデータを送信するためのリソース及びアップ
リンク制御情報を送信するためのリソースを計算できる。したがって，端末はＵＣＩを送
信するためのＲＥの個数を計算できる（Ｓ２０４０）。
【０１９１】
　Ｓ２０４０段階で，ＣＱＩは，ＭＣＳの高い伝送ブロック（ＴＢ）に属しているすべて
の階層に拡散されて送信される。この場合，二つのＴＢのＭＣＳレベルが同一であれば，
ＣＱＩは，最初のＴＢにおいて送信されることが好ましい。しかし，Ｓ２０４０段階では
，ＰＵＳＣＨ信号を再送信しなければならず，各ＴＢに設定された初期リソースブロック
（ＲＢ）のサイズが異なることがある。したがって，端末は，式９で説明した方法でＣＱ
ＩのためのＲＥの個数を求めることが好ましい。
【０１９２】
　また，Ｓ２０１０段階でＭＰＵＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）

ＳＣ，Ｃ（ｘ）及びＫ（

ｘ）
ｒ値がＰＤＣＣＨ信号に含まれる場合に，端末は，Ｓ２０４０段階で，該当の情報を
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用いてＣＱＩに対するＲＥの個数を求めることができる。Ｓ２０３０段階の後に，ＭＰＵ

ＳＣＨ‐ｉｎｉｔｉａｌ（ｘ）
ＳＣ，Ｃ（ｘ）及びＫ（ｘ）

ｒ値を含むＰＤＣＣＨを受信
する場合には，端末は，該当の値を用いてＣＱＩに対するＲＥの個数を求めることができ
る。
【０１９３】
　図２０を参照すると，端末は，Ｓ２０４０段階で求めたＣＱＩに対するＲＥの個数も共
に用いてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を生成できる。このとき，端末は，式６及び式
７に開示した方法でＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び／又はＲＩに対するＲＥの個数を求めることが
でき，これを用いてＵＣＩを生成できる（Ｓ２０５０）。
【０１９４】
　また，端末は，再送信するアップリンクデータのためのＵＬ－ＳＣＨデータ情報Ｇを計
算できる。ＵＬ－ＳＣＨデータ情報Ｇは，式１０を用いて計算できる。したがって，アッ
プリンクデータを再送信するときに，アップリンク制御情報（ＵＣＩ）をアップリンクデ
ータに多重化（又は，ピギーバック）して基地局に送信することができる（Ｓ２０６０）
。
【０１９５】
　３．６　チャネル符号化
　以下では，上述した方法を用いて計算した各ＵＣＩ値に対するＲＥの個数に基づき，Ｕ
ＣＩに対するチャネル符号化を行う方法について説明する。
【０１９６】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫの情報ビットが１ビットの場合に，入力シーケンスは［ｏＡＣＫ

０］
と表すことができ，下記の表１に示すように，変調次数に応じてチャネル符号化を行うこ
とが可能である。Ｑｍは，変調次数によるシンボル当たりのビット数であり，ＱＰＳＫ，
１６ＱＡＭ，６４ＱＡＭの適用時にそれぞれ２，４，６値を有する。
【表１】

【０１９７】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫの情報ビットが２ビットの場合に，［ｏＡＣＫ

０ｏＡＣＫ
１］と表す

ことができ，下記の表２のように，変調次数によってチャネル符号化が行われることが可
能である。ここで，ｏＡＣＫ

０は，符号語０のためのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットであり，ｏ
ＡＣＫ

１は，符号語１のためのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットであり，ｏＡＣＫ
２＝（ｏＡＣＫ

０＋ｏＡＣＫ
１）ｍｏｄ２である。表１及び表２で，ｘ及びｙは，ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報

を伝達する変調シンボルのユークリッド距離を最大化するためにＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を
スクランブルするためのプレースホルダを意味する。
【表２】

【０１９８】
　周波数分割２重通信（ＦＤＤ）又は時分割２重通信（ＴＤＤ）においてＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ多重化の場合，ＡＣＫ／ＮＡＣＫを１ビット又は２ビットとすれば，ビットシーケンス
ｑＡＣＫ

０，ｑＡＣＫ
１，ｑＡＣＫ

２，…，ｑＡＣＫ
ＱＡＣＫ－１は，複数の符号化され
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たＡＣＫ／ＮＡＣＫブロックの結合によって生成される。また，ＴＤＤにおいてＡＣＫ／
ＮＡＣＫバンドリングの場合に，ビットシーケンス
【数１９】

も，複数の符号化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫブロックの結合によって生成される。ここで，
ＱＡＣＫは，すべての符号化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫブロックに対する符号化されたビッ
トの総個数である。符号化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫブロックの最後の結合は，総ビットシ
ーケンスの長さがＱＡＣＫと同一になるように部分的に構成してもよい。
【０１９９】
　スクランブルシーケンス

【数２０】

は，下記の表３から選択でき，スクランブルシーケンスを選択するためのインデクスｉは
，下記の式１２から計算できる。
　　（式１２）
【数２１】

【０２００】

【表３】

　表３は，ＴＤＤ ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドリングのためのスクランブルシーケンス選択
テーブルである。
【０２０１】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが１ビットである場合に，ｍ＝１に設定され，ＡＣＫ／ＮＡＣＫが２
ビットである場合に，ｍ＝３に設定されることで，ビットシーケンスｑＡＣＫ

０，ｑＡＣ

Ｋ
１，ｑＡＣＫ

２，…，ｑＡＣＫ
ＱＡＣＫ－１が生成される。このとき，ビットシーケン

スｑＡＣＫ
０，ｑＡＣＫ

１，ｑＡＣＫ
２，…，ｑＡＣＫ

ＱＡＣＫ－１を生成するアルゴリ
ズムは，下記の表４のとおりである。
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【表４】

【０２０２】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットが２ビット以上の場合（すなわち，［ｏＡＣＫ

０ｏＡＣＫ

１…ｏＡＣＫ
ｏＡＣＫ－１］であり，ｏＡＣＫ＞２の場合）に，ビットシーケンスｑＡＣ

Ｋ
０，ｑＡＣＫ

１，ｑＡＣＫ
２，…，ｑＡＣＫ

ＱＡＣＫ－１は，下記の式１３から取得で
きる。
　　（式１３）

【数２２】

　式１３において，ｉ＝０，１，２，…，ＱＡＣＫ－１であり，基本シーケンスＭｉ，ｎ

は，３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１２規格文書の表５.２.２.６.４－１.を参照されたい。Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ情報に対するチャネル符号化のベクトルシーケンス出力は，ｑＡＣＫ

０，
ｑＡＣＫ

１，…，ｑＡＣＫ
ＱＡＣＫ－１と定義できる。このとき，Ｑ’ＡＣＫ＝ＱＡＣＫ

／Ｑｍとなる。
【０２０３】
　ここで，ビットシーケンスｑＡＣＫ

０，ｑＡＣＫ
１，…，ｑＡＣＫ

ＱＡＣＫ－１を生成
するアルゴリズムは，下記の表５のとおりである。
【表５】

【０２０４】
　ＲＩの情報ビットが１ビットである場合に，入力シーケンスは，［ｏＲＩ

０］と表すこ
とができ，下記の表６のように変調次数に応じたチャネル符号化を行うことが可能である



(33) JP 6039192 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

。
【表６】

【０２０５】
　Ｑｍは，変調次数によるビット数であり，ＱＰＳＫ，１６ＱＡＭ，６４ＱＡＭに対して
それぞれ２，４，６値を有する。［ｏＲＩ

０］とＲＩとのマップ関係は，下記の表７のと
おりである。
【表７】

【０２０６】
　ＲＩの情報ビットが２ビットである場合に，入力シーケンスは［ｏＲＩ

０ｏＲＩ
１］と

表すことができ，下記の表８のように，変調次数に応じてチャネル符号化を行うことが可
能である。ここで，ｏＲＩ

０は，２ビット入力の最上位ビット（ＭＳＢ）であり，ｏＲＩ

１は，２ビット入力の最下位ビット（ＬＳＢ）であり，ｏＲＩ
２＝（ｏＲＩ

０＋ｏＲＩ
１

）ｍｏｄ２である。

【表８】

【０２０７】
　下記の表９は，［ｏＲＩ

０ｏＲＩ
１］とＲＩとのマップ関係の一例を表す。

【表９】

【０２０８】
　表６及び表８において，ｘ及びｙは，ＲＩ情報を伝達する変調シンボルのユークリッド
距離を最大化するためにＲＩ情報をスクランブルするためのプレースホルダを意味する。
【０２０９】
　ビットシーケンスｑＲＩ

０，ｑＲＩ
１，ｑＲＩ

２，…，ｑＲＩ
ＱＲＩ－１は，複数の符

号化されたＲＩブロックの結合によって生成される。ここで，ＱＲＩは，すべての符号化
されたＲＩブロックに対する符号化されたビットの総個数である。符号化されたＲＩブロ
ックの最後の結合は，総ビットシーケンスの長さがＱＲＩと同一になるように部分的に構
成してもよい。
【０２１０】
　ＲＩに対するチャネル符号化のベクトル出力シーケンスは，ｑＲＩ

０，ｑＲＩ
１，…，
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ｑＲＩ
ＱＲＩ－１と定義される。ここで，Ｑ’ＲＩ＝ＱＲＩ／Ｑｍであり，ベクトル出力

シーケンスは，下記の表１０のようなアルゴリズムから取得できる。
【表１０】

【０２１１】
　一方，ＲＩ（又はＡＣＫ／ＮＡＣＫ）の情報ビットが３ビット以上１１ビット以下であ
れば，ＲＭ符号化が適用されて３２ビットの出力シーケンスを生成する。ＲＭ符号化され
たＲＩ（又はＡＣＫ／ＮＡＣＫ）ブロックｂ０，ｂ１，ｂ２，ｂ３，…，ｂＢ－１は，下
記の式１４のように計算される。ここで，ｉ＝０，１，２，…，Ｂ－１であり，Ｂ＝３２
である。
　　（式１４）
【数２３】

　式１４において，ｉ＝０，１，２，…，ＱＲＩ－１であり，基本シーケンスＭｉ，ｎは
，３ＧＰＰ ＴＳ３６．２１２規格文書の表５.２.２.６.４－１.を参照されたい。
【０２１２】
　４．具現装置
　図２１には，図１乃至図２０で説明した方法を具現できる装置を示す。
【０２１３】
　端末（ＵＥ）は，アップリンクでは送信器として動作し，ダウンリンクでは受信器とし
て動作できる。また，基地局（ｅＮＢ）は，アップリンクでは受信器として動作し，ダウ
ンリンクでは送信器として動作できる。
【０２１４】
　すなわち，端末及び基地局は，情報，データ及び／又はメッセージの送信及び受信を制
御するために，それぞれ送信モジュール２１４０，２１５０及び受信モジュール２１５０
，２１７０を含むことができ，情報，データ及び／又はメッセージを送受信するためのア
ンテナ２１００，２１１０などを含むことができる。
【０２１５】
　また，端末及び基地局はそれぞれ，上述した本発明の実施例を実行するためのプロセッ
サ２１２０，２１３０と，プロセッサの処理手順を一時的に又は永続的に記憶するメモリ
２１８０，２１９０とを含むことができる。
【０２１６】
　上述した端末及び基地局装置の構成成分及び機能を用いて本願発明の実施例を実行する
ことができる。ここで，図２１で説明した装置は，図２乃至図４の構成を更に含んでもよ
く，好ましくは，プロセッサに図２乃至図４の構成が含まれるとよい。
【０２１７】
　移動端末のプロセッサは，探索空間を監視してＰＤＣＣＨ信号を受信することができる
。特に，ＬＴＥ－Ａ端末の場合，拡張されたＣＳＳに対してブラインド復号（ＢＤ）を行
うことによって，他のＬＴＥ端末とのＰＤＣＣＨ信号に対するブロッキング無しでＰＤＣ
ＣＨを受信することができる。
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【０２１８】
　特に，端末のプロセッサ２１２０は，ＰＵＳＣＨ信号送信時にアップリンク制御情報を
共に基地局に送信することができる。すなわち，端末のプロセッサは，式１乃至式１０で
開示した方法を用いて，ＨＡＲＱ－ＡＣＫ，ＣＱＩ，ＲＩなどを送信するためのリソース
要素（ＲＥ）の個数を計算できる。したがって，端末は，計算したリソース要素の個数を
用いてＵＣＩを生成し，アップリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）にピギーバックして基地局
に送信できる。
【０２１９】
　端末及び基地局に含まれている送信モジュール及び受信モジュールは，データ送信のた
めのパケット変復調機能，高速パケットチャネル符号化機能，直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）パケットスケジュール，時分割２重通信（ＴＤＤ）パケットスケジュール及
び／又はチャネル多重化機能を行うことができる。また，図２１の端末及び基地局は，低
電力無線周波（ＲＦ）／中間周波（ＩＦ）モジュールを更に含むことができる。
【０２２０】
　一方，本発明では端末として，パーソナル携帯端末機（ＰＤＡ），セルラ電話機，パー
ソナル通信サービス（ＰＣＳ）電話機，ＧＳＭ電話機，広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）電
話機，ＭＢＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ）電話機，手持ち（Ｈ
ａｎｄ－Ｈｅｌｄ）ＰＣ，ノート型ＰＣ，スマートフォン又は多モード多帯域（ＭＭ－Ｍ
Ｂ）端末機などを用いることができる。
【０２２１】
　ここで，スマートフォンとは，移動体通信端末機及びパーソナル携帯端末機のメリット
を混合した端末機で，移動体通信端末機に，パーソナル携帯端末機の機能である日程管理
，ファクシミリ送受信及びインターネット接続などのデータ通信機能を統合した端末機の
ことを指す。また，多モード多帯域端末機とは，複数モデムチップを内蔵して，携帯イン
ターネットシステム及び他の移動体通信システム（例えば，ＣＤＭＡ２０００システム，
ＷＣＤＭＡシステムなど）のいずれにおいても動作できる端末機のことを指す。
【０２２２】
　上記の本発明の実施例は，様々な手段によって具現することができる。例えば，本発明
の実施例は，ハードウェア，ファームウェア，ソフトウェア又はそれらの組合せなどによ
って具現することができる。
【０２２３】
　ハードウェアによる具現の場合，本発明の実施例に係る方法は，一つ又はそれ以上の特
定用途集積回路（ＡＳIＣ），デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ），デジタル信号処理デ
バイス（ＤＳＰＤ），プログラム可能論理デバイス（ＰＬＤ），フィールドプログラム可
能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ），プロセッサ，コントローラ，マイクロコントローラ，マイ
クロプロセッサなどによって具現することができる。
【０２２４】
　ファームウェア又はソフトウェアによる具現の場合，本発明の実施例に係る方法は，以
上で説明された機能又は動作を行うモジュール，手順又は関数などの形態とすることがで
きる。例えば，ソフトウェアコードはメモリユニット２１８０，２１９０に記憶し，プロ
セッサ２１２０，２１３０で駆動することができる。メモリユニットは，プロセッサの内
部又は外部に設けられて，既に公知の様々な手段によってプロセッサとデータを授受する
ことができる。
【０２２５】
　本発明は，本発明の精神及び必須特徴から逸脱することなく，他の特定の形態に具体化
できる。そのため，上記の詳細な説明はいずれの面においても制約的に解釈してはならず
，例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は，添付した請求項の合理
的解釈によって定めなければならず，本発明の等価的範囲内における変更はいずれも本発
明の範囲に含まれる。本発明は，ここに開示されている実施形態に制限されるものではな
く，ここに開示されている原理及び新規な特徴と一致する最も広い範囲を有するものであ
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る。また，特許請求の範囲で明示的な引用関係を有しない請求項を結合して実施例を構成
したり，出願後の補正によって新しい請求項として含めることができる。
【産業上の利用可能性】
【０２２６】
　本発明の実施例は，種々の無線接続システムに適用可能である。種々の無線接続システ
ムの一例に，３ＧＰＰ，３ＧＰＰ２及び／又はＩＥＥＥ ８０２．ｘｘシステムなどがあ
る。本発明の実施例は，これら種々の無線接続システムの他に，これら種々の無線接続シ
ステムを応用したいかなる技術分野にも適用可能である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】



(38) JP 6039192 B2 2016.12.7

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】
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